
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
四
号
）

シ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

ン
ペ
ー
タ
ー
の
景
気
循
環
論

九
二
　
（
四
八
四
）

そ
の
批
判
的
考
察

、

Ｊ
／

野

進

序
シ
ユ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
景
気
循
環
論
を
問
題
に
す
る
意
味
十

　
シ
ユ
ソ
ベ
ー
タ
ー
経
済
学
は
、
そ
の
対
象
と
す
る
範
囲
は
き
わ
め
て
大
き
く
、
そ
れ
な
り
に
一
つ
の
「
体
系
」
を
構
築
し
て
い
る
。

「
景
気
循
環
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
資
本
主
義
時
代
の
経
済
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
以
上
を
意
味
し
も
し
な
げ
れ
ぼ
、
そ
れ
以
下
を

　
　
　
　
（
２
）

意
味
し
な
い
」
と
す
る
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
は
、
資
本
主
義
の
発
展
を
景
気
循
環
の
形
態
で
把
握
す
る
だ
げ
で
な
く
、
資
本
主
義
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

「
生
成
」
・
「
消
減
」
の
問
題
を
も
と
り
あ
げ
、
近
代
経
済
学
内
部
に
お
い
て
、
一
応
資
本
主
義
の
「
生
成
」
「
発
展
」
「
消
減
」
の
運

、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

動
法
則
を
「
体
系
」
的
に
研
究
し
た
。
こ
の
意
味
で
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
経
済
学
「
体
系
」
は
マ
ル
ク
ス
経
済
学
体
系
に
対
抗
す
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

近
代
経
済
学
内
部
に
お
け
る
唯
一
の
経
済
学
体
系
で
あ
ろ
う
。

　
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
景
気
循
環
論
は
、
資
本
主
義
経
済
の
発
展
論
と
し
て
、
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
経
済
学
に
お
い
て
中
心
的
な
地
位

を
占
め
て
い
る
だ
げ
で
な
く
、
近
代
経
済
学
内
部
に
お
い
て
特
異
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
景
気
循
環
論
に
お
け

る
、
そ
の
分
析
方
法
、
基
礎
的
概
念
（
革
新
、
企
業
者
精
神
等
）
は
、
近
代
経
済
学
の
経
済
成
長
論
、
景
気
循
環
論
、
低
閉
発
因
開

　
　
　
　
　
　
（
５
）

発
論
、
独
占
理
諭
そ
し
て
そ
の
他
の
部
門
に
お
い
て
一
定
の
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
近
代
経
済
学
に
お
げ
る
現
代
の
主
要
な



潮
流
で
あ
る
経
済
成
長
に
関
す
る
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
諸
理
論
は
と
く
に
、
　
一
方
で
は
ヶ
イ
ソ
ズ
経
済
学
（
有
効
需
要
の
原
理
）
、
他
方

で
は
シ
ユ
ソ
ベ
ー
タ
ー
理
論
（
革
新
の
理
論
）
を
基
礎
に
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
シ
ユ
ソ
ペ
ー
タ
ー
景
気
循
環
論
は
、
こ
の

よ
う
に
近
代
経
済
学
の
現
代
に
お
け
る
本
流
と
し
て
の
ケ
イ
ソ
ズ
経
済
学
を
補
完
、
補
強
し
、
全
体
と
し
て
経
済
学
の
領
域
に
お
い

て
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
強
化
す
る
た
め
に
奉
仕
し
て
い
る
。

　
本
稿
の
直
接
の
目
的
は
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
景
気
循
環
論
の
理
論
構
造
の
意
義
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
近
代
景
気
論
に
お
げ
る

シ
ユ
ソ
ベ
ー
タ
ー
景
気
循
環
論
の
位
置
と
基
本
的
性
格
の
糸
口
を
探
る
こ
と
に
あ
る
。
秘
め
ら
れ
た
目
的
は
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り

国
家
独
占
資
本
主
義
の
下
に
お
げ
る
成
長
政
策
、
景
気
政
策
の
基
礎
で
あ
る
経
済
成
長
論
、
景
気
循
環
論
の
基
本
的
性
格
を
み
き
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

め
る
手
が
か
り
と
、
近
代
経
済
学
の
性
格
を
解
明
す
る
方
法
の
端
緒
を
把
握
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
の
景
気
循
環
論
の
主
要
た
著
書
は
、
っ
ぎ
の
二
著
で
あ
る
。

　
　
　
　
－
易
喜
声
．
Ｃ
・
・
巨
葛
・
雪
団
自
。
り
ぎ
８
０
芭
窪
ー
ト
皇
８
｛
一
一
Ｓ
ボ
雰
葦
Ｓ
一
二
己
・
。
一
・
萎
茎
声
量
冨
オ
・
二
｝
・
９
貝
・
麦

　
　
　
軍
◎
ｏ
窃
ｏ
・
一
ド
く
◎
Ｈ
。
・
一
オ
¢
尋
｝
◎
『
ぎ
－
８
ｏ
．
ｏ
や
メ
ま
十
－
ｏ
竃
吉
田
昇
三
監
修
金
融
経
済
研
究
所
訳
『
景
気
循
環
』
昭
和
三
十
三
年
全
５
分
冊
。

　
　
　
　
－
キ
ｃ
ｏ
９
■
昌
り
ｇ
實
一
↓
ぎ
◎
『
－
ｏ
ｑ
胃
幸
ま
。
・
ｏ
訂
｛
；
ｇ
彗
目
暮
ま
鼻
巨
掃
一
－
９
寝
肘
く
Ｈ
Ｈ
Ｈ
・
邊
ｏ
◎
・
ｃ
ｏ
・
中
山
伊
知
郎
．
東
畑
精
一
訳
『
経

　
　
　
済
発
展
の
理
論
』
本
稿
で
は
『
発
展
の
理
論
』
と
略
す
。

　
　
（
２
）
　
－
キ
○
っ
９
づ
昌
肩
箒
二
団
易
巨
ｏ
ｏ
。
。
。
Ｏ
壱
－
窃
・
く
◎
Ｈ
．
Ｈ
・
肩
ｏ
敏
８
．
邦
訳
一
べ
－
ジ
。

　
　
（
３
）
　
資
本
主
義
の
「
生
成
」
に
関
し
て
は
、
　
『
人
種
的
に
同
質
で
あ
る
環
境
内
の
杜
会
諾
階
級
』
（
冒
¢
。
・
８
邑
雪
室
轟
。
。
彗
｛
旨
９
旨
方
｝
彗

　
　
　
ぎ
昌
◎
０
ｑ
彗
雪
く
旨
－
窪
）
そ
し
て
「
消
滅
」
に
つ
い
て
は
、
『
諸
帝
国
主
義
の
杜
会
学
』
（
Ｎ
冒
Ｃ
Ｏ
◎
ユ
◎
Ｈ
◎
０
ｑ
げ
ｑ
ｇ
　
Ｈ
昌
Ｏ
Ｏ
『
邑
げ
昌
彗
）
の
両
論

　
　
　
文
で
言
及
さ
れ
た
。
都
留
重
人
訳
『
帝
国
主
義
と
杜
会
階
級
』
岩
波
書
店
、
同
邦
訳
の
Ｐ
・
ス
ウ
ィ
ー
ジ
ー
の
編
者
序
説
参
照
。

　
　
（
４
）
　
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
対
す
る
敵
対
意
識
は
明
確
で
あ
る
。
↓
ぎ
－
昌
昌
巴
◎
｛
巾
ｏ
景
－
８
－
向
８
９
昌
く
誌
．
一
九
四

　
　
　
九
年
六
月
に
、
　
「
杜
会
学
お
よ
び
経
済
学
に
お
げ
る
”
共
産
党
宣
言
〃
」
な
る
論
文
を
書
い
て
い
る
。

　
　
（
５
）
　
策
気
循
環
・
経
済
成
長
に
関
す
る
諸
文
献
で
は
、
「
生
産
関
数
」
・
「
革
新
」
投
資
と
い
う
よ
う
な
形
式
で
、
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
の
「
革
新
」

　
　
　
　
ソ
ユ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
景
気
循
環
論
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
（
四
八
五
）



　
　
立
命
館
経
済
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）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
　
（
四
八
六
）

　
理
論
が
厳
密
に
で
は
な
い
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
甲
句
・
｝
胃
８
ｑ
・
申
雪
鼻
２
向
・
く
・
ｏ
ｏ
昌
ｐ
い
－
宛
◎
匡
昌
ｏ
。
昌
・
ｐ
｝
四
昌
訂
お
等
を
参

　
照
。
ン
ユ
ン
ペ
ー
タ
ー
理
論
の
後
進
国
へ
の
適
用
は
、
　
Ｐ
Ｏ
幸
ｐ
罠
争
・
曽
考
・
Ｃ
っ
旨
ｏ
ｑ
ｏ
い
ト
匝
９
屋
・
一
Ｕ
霞
昌
昌
ｏ
、
等
に
よ
っ
て
そ
の

　
是
非
が
論
争
さ
れ
て
い
る
。
独
占
理
論
で
は
、
チ
ェ
ン
バ
リ
ソ
の
「
独
占
的
競
争
」
の
理
論
・
「
生
産
物
差
別
化
」
の
理
論
は
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ

　
ー
「
革
新
」
理
論
の
系
論
で
あ
る
。
以
上
の
点
に
関
し
て
は
前
掲
書
『
景
気
循
環
』
の
第
五
分
冊
の
吉
田
昇
三
教
授
の
解
説
が
参
考
に
た
る
。

（
６
）
　
近
代
経
済
学
の
批
判
は
、
　
一
般
的
に
は
そ
の
理
論
的
基
礎
、
哲
学
的
基
礎
そ
し
て
玩
実
的
基
礎
の
三
側
面
か
ら
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
現
代
の
経
済
成
長
論
は
シ
ュ
ン
ベ
ー
タ
ー
理
論
を
媒
介
に
し
て
、
そ
の
理
論
的
源
流
を
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
の
動
態
・
静
態
の
理
論
に
基
礎
を
置
く
。

　
Ｊ
・
Ｓ
・
、
・
・
ル
の
静
態
・
動
態
の
機
械
的
分
離
は
、
Ｊ
・
Ｓ
・
、
ミ
ル
の
経
済
学
の
方
法
・
体
系
と
結
合
し
て
い
る
。
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ｉ
は
い
う
。

　
「
私
の
寂
述
は
国
民
経
済
の
「
静
学
」
及
び
「
動
学
」
間
の
根
本
的
分
離
の
上
に
立
っ
て
い
る
。
こ
の
点
の
重
要
さ
は
如
何
に
強
調
し
て
も
た

　
お
過
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
純
粋
経
済
学
の
方
法
は
当
分
の
問
た
だ
前
者
に
対
し
て
の
み
十
全
で
あ
り
、
ま
た
前
老
に
対
し
て
の
み
そ
の

　
最
も
重
要
な
諸
成
果
が
妥
当
す
る
。
…
…
中
略
…
…
い
か
に
も
こ
の
分
離
は
新
し
く
な
い
。
」
（
木
村
・
安
井
訳
『
理
論
経
済
学
の
本
質
と
主
要

　
内
容
』
十
五
ぺ
ー
ジ
）
。

　
　
　
一
　
近
代
景
気
論
に
お
げ
る
シ
ユ
ン
ペ
ー
タ
ー
景
気
循
環
論
の
位
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
近
代
の
景
気
学
説
は
所
謂
貨
幣
的
景
気
論
を
大
き
な
潮
流
と
し
て
、
財
貨
的
景
気
論
を
傍
流
と
し
た
景
気
学
説
の
展
開
過
程
で
あ

　
（
３
）

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
二
っ
の
大
き
な
景
気
学
説
の
問
に
お
い
て
、
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
景
気
理
論
が
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
独
自

な
位
置
を
占
め
て
い
る
か
を
み
る
の
が
本
章
の
目
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

　
貨
幣
的
景
気
論
の
近
代
的
源
流
は
、
　
「
最
初
に
ヴ
イ
ク
セ
ル
が
、
そ
の
後
に
ヶ
イ
ソ
ズ
が
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
ヴ
イ
ク
セ
ル
の

　
　
　
　
　
（
５
）

『
金
利
と
物
価
』
　
（
一
八
九
八
年
）
に
お
い
て
定
式
化
さ
れ
、
ミ
ー
ゼ
ス
（
－
・
峯
宥
。
。
）
、
ホ
ー
ト
レ
ィ
（
甲
９
霊
ま
『
｛
）
、
　
ハ
イ
ェ

ク
（
『
キ
■
事
呉
）
、
ハ
ー
ソ
（
戸
｝
註
目
）
、
　
マ
ハ
ル
ー
プ
（
句
．
峯
碧
巨
君
）
、
　
ス
ト
リ
ー
グ
ル
（
甲
ｃ
○
巨
。
・
－
）
、
　
そ
し
て
ヶ
イ
ソ
ズ

（
－
芦
奈
着
窃
）
の
二
般
理
論
』
に
お
い
て
一
応
の
理
論
的
成
果
を
あ
げ
た
。



　
財
貨
的
景
気
論
は
、
　
「
近
代
景
気
論
の
父
」
と
い
わ
れ
る
ツ
ガ
ソ
・
バ
ラ
ノ
フ
ス
キ
ー
（
弓
お
彗
－
霊
§
昌
婁
身
）
の
著
『
イ
ギ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

ス
に
お
げ
る
商
業
恐
慌
の
理
論
と
歴
史
の
研
究
』
（
ｏ
。
巨
象
■
豊
Ｈ
↓
ぎ
◎
亭
昌
｛
○
。
。
。
。
巨
。
罧
ｏ
ま
、
葭
。
箏
ｑ
¢
葬
、
一
の
、
■
一
目
向
目
・
。
Ｈ
。
箏
｛
）
を
近

代
的
原
型
と
し
て
、
シ
ュ
ピ
ト
ホ
フ
（
キ
亭
員
ｃ
。
暑
艘
◎
虫
）
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ソ
（
ｐ
雷
・
内
。
げ
。
、
一
。
。
。
目
）
、
　
ホ
ブ
ソ
ソ
（
－
戸
｝
。
茅
◎
箏
）
、

プ
ニ
ヤ
チ
ヤ
ソ
（
昌
彗
ざ
Ｈ
巾
ｏ
彗
－
き
彗
）
、
　
レ
ー
デ
ラ
ー
（
向
冒
亭
－
＆
胃
胃
）
、
　
ピ
グ
ー
（
キ
Ｐ
巾
釘
昌
）
そ
し
て
ハ
ロ
ツ
ド
（
申
『

饒
胃
『
ａ
）
、
ヒ
ツ
ク
ス
（
－
射
・
雪
ｏ
雰
）
等
に
よ
っ
て
彩
成
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

　
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
財
貨
的
景
気
論
の
源
流
で
あ
る
ツ
ガ
ソ
の
理
論
を
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ
た
シ
ュ
ピ
ト
ホ
フ
の
景
気
論
か
ら
強

い
影
響
を
受
げ
た
。
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
は
、
そ
の
著
『
発
展
の
理
論
』
（
一
九
二
一
年
）
に
お
い
て
自
己
の
理
論
と
シ
ュ
ピ
ト
ホ
フ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

理
論
と
の
同
一
性
に
っ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
両
者
が
共
通
な
の
は
　
　
シ
ュ
ク
ラ
ー
（
－
目
・
・
－
、
、
）
の
流
れ
を
汲
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、

観
点
で
あ
っ
て
、
こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ぼ
本
質
的
な
る
も
の
と
し
て
現
は
れ
る
も
の
は
景
気
の
波
状
運
動
で
あ
っ
て
『
恐
慌
』
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

、
　
　
、

な
い
（
傍
点
は
引
用
者
）
。
　
『
景
気
交
替
』
　
（
ス
ピ
ー
ト
ホ
フ
）
が
資
本
主
義
の
経
済
的
発
展
の
形
態
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
　
　
に
は
一

弥
か
が
存
在
す
る
。
そ
れ
故
に
充
分
に
発
展
せ
る
資
本
主
義
は
歴
史
的
に
は
何
よ
り
も
先
づ
且
っ
疑
も
な
く
斯
る
交
替
が
観
察
せ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

れ
る
時
代
を
ま
っ
て
始
ま
る
と
な
す
見
解
に
於
て
も
亦
一
致
が
あ
る
９
…
－
…
更
に
鉄
の
消
費
数
量
が
最
上
の
景
気
指
数
（
傍
点
は
引
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

者
）
で
あ
る
と
い
う
点
に
於
て
も
一
致
が
存
す
る
。
墾
言
す
れ
ぼ
、
私
（
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
）
は
ス
ピ
ー
ト
ホ
フ
に
よ
っ
て
発
見
せ
ら

れ
且
っ
完
成
せ
ら
れ
た
こ
の
指
数
　
　
私
（
ン
ユ
ソ
ペ
ー
タ
ー
）
は
此
の
方
面
に
誇
示
し
得
べ
き
何
等
の
業
績
を
も
有
た
ぬ
　
　
を
私

の
理
論
の
立
場
か
ら
も
亦
正
し
き
も
の
と
し
て
是
認
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
因
果
関
連
は
先
づ
第
一
に
一
資
本
を
以
て
購
わ
れ
る
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

収
益
財
に
そ
の
根
帯
を
持
つ
と
い
う
こ
と
及
び
好
景
気
は
何
よ
り
も
先
づ
固
定
財
（
傍
点
は
引
用
者
）
（
工
場
、
鉱
山
、
船
舶
、
鉄
道
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

の
生
産
に
於
て
実
現
さ
れ
る
と
な
す
点
に
於
て
も
一
致
が
成
り
立
つ
。
最
後
に
ス
ピ
ー
ト
ホ
フ
の
言
を
籍
れ
ば
『
よ
り
多
く
の
資
本

　
　
　
シ
ユ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
景
気
循
環
論
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
　
（
四
八
七
）



■

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
　
（
四
八
八
）

、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
．
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、

が
投
下
せ
ら
れ
』
、
　
新
事
業
に
固
定
せ
ら
れ
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
刺
激
が
原
料
、
労
働
、
生
産
設
備
そ
の
他
の
市
場
へ
拡
が
る
こ
と

、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

に
よ
っ
て
、
好
景
気
が
発
生
す
る
（
傍
点
は
引
用
者
）
と
い
う
考
え
方
に
於
て
も
一
致
が
あ
る
。
吾
々
二
人
が
解
す
る
『
資
本
』
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

味
も
亦
籔
で
重
要
な
る
点
に
於
て
は
同
一
で
あ
る
。
」
　
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
と
シ
ュ
ピ
ト
ホ
フ
の
観
点
の
同
一
性
の
一
般
的
特
徴
は
、

「
好
景
気
」
は
生
産
手
段
生
産
都
門
に
お
げ
る
資
本
蓄
積
の
先
導
に
よ
り
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
恐
慌
局
面
を
内
在
し
な

い
景
気
循
環
こ
そ
資
本
主
義
発
展
の
本
質
的
彫
態
で
あ
る
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
理
論
と
シ
ュ
ピ
ト
ホ
フ
理
論
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

の
差
異
は
「
好
景
気
に
終
煽
を
用
意
し
且
つ
不
景
気
を
導
入
す
る
諸
事
情
」
に
あ
る
。

　
ヴ
ィ
ク
セ
ル
以
後
の
貨
幣
的
景
気
理
論
は
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
初
期
に
か
げ
て
、
集
中
的
に
展
開
さ
れ
、
形
成

さ
れ
た
。
貨
幣
的
景
気
理
論
は
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
経
済
的
特
徴
で
あ
る
通
貨
制
度
の
撹
乱
、
金
本
位

制
か
ら
管
理
通
貨
制
度
へ
の
移
行
、
通
貨
価
償
の
不
安
定
、
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
、
デ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
等
の
世
界
経
済
の
現
実
的
過

程
の
基
礎
の
上
に
形
成
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
の
基
本
的
経
済
的
特
徴
で
あ
る
、
．
資
本
と
労
働
の
慢
性
的

過
剰
そ
し
て
そ
の
存
在
形
態
と
し
て
の
固
定
資
本
と
貨
幣
資
本
の
慢
性
的
過
剰
、
利
潤
の
絶
対
的
増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
資

本
へ
転
化
さ
れ
得
な
い
貨
幣
資
本
の
相
対
的
過
剰
と
現
実
資
本
の
い
っ
そ
う
の
遊
離
と
い
う
基
盤
を
反
映
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て

こ
の
時
期
の
深
刻
な
経
済
的
危
機
を
反
映
し
た
貨
幣
的
景
気
論
の
特
徴
は
第
一
に
ハ
イ
ェ
ク
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
「
中
立
貨
幣
政

策
型
景
気
論
」
と
ヶ
イ
ソ
ズ
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
「
価
格
安
定
政
策
型
景
気
論
」
の
生
成
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
す
ぐ
れ
て
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

論
的
性
格
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
第
二
は
、
こ
の
時
期
の
経
済
的
停
滞
を
反
映
し
て
、
　
「
有
効
需
要
」
と
「
経
済
成
長
」
の

問
題
を
ど
り
あ
げ
ざ
る
を
得
な
い
必
然
性
が
あ
っ
た
こ
と
、
第
三
は
政
策
的
要
請
か
ら
で
た
「
有
効
需
要
」
論
、
　
「
経
済
成
長
」
論

は
、
経
済
政
策
に
役
立
ち
得
る
た
め
に
は
、
国
民
経
済
「
全
体
と
し
て
」
の
「
集
計
量
」
的
分
析
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
以
上
三
点



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

で
あ
る
。
ケ
イ
ソ
ズ
の
『
一
般
理
論
』
（
一
九
三
六
年
）
は
貨
幣
的
景
気
論
の
こ
う
し
た
三
つ
の
特
徴
を
「
完
全
に
」
そ
な
え
、
三
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

年
代
の
長
期
的
な
様
相
を
呈
し
た
世
界
恐
慌
の
経
験
に
よ
る
資
本
主
義
の
危
機
を
克
服
す
べ
き
現
実
的
課
題
に
一
応
は
答
え
た
。
し

た
が
っ
て
「
一
般
理
論
」
は
独
占
資
本
の
財
政
政
策
、
金
融
政
策
等
の
諸
政
策
の
基
礎
「
原
理
」
を
提
供
す
べ
く
、
一
方
で
は
「
総

体
」
分
析
に
よ
る
有
効
需
要
論
、
他
方
で
は
貨
幣
理
論
と
「
全
体
と
し
て
の
」
産
出
高
の
理
論
の
結
合
に
よ
る
貨
幣
的
経
済
理
論
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

い
う
理
論
構
造
を
も
っ
て
一
応
の
成
果
を
あ
げ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

　
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
、
自
己
の
体
系
は
「
貨
幣
的
景
気
循
環
論
の
都
類
に
は
は
い
ら
な
い
」
と
し
て
、
ホ
ー
ト
レ
イ
が
景
気
循
環

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

を
「
純
粋
に
貨
幣
的
現
象
」
に
還
元
し
て
い
る
の
に
対
比
し
た
。
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
が
執
鋤
に
貨
幣
的
景
気
論
を
攻
撃
し
た
の
は
、

貨
幣
的
景
気
論
の
理
論
構
造
が
「
巨
視
的
」
分
析
で
あ
る
故
に
経
済
変
動
過
程
を
表
面
的
に
し
か
把
握
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
と
、

貨
幣
信
用
現
象
は
経
済
変
動
の
結
果
と
し
て
の
受
動
的
な
現
象
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
貨
幣
的
景
気

理
論
一
般
へ
の
非
難
は
、
必
然
的
に
貨
幣
的
経
済
理
論
の
一
応
の
「
完
成
者
」
で
あ
る
ヶ
イ
ソ
ズ
理
論
の
批
判
へ
行
き
っ
く
。
シ
ュ

ソ
ベ
ー
タ
ー
は
ヶ
イ
ソ
ズ
「
体
系
」
を
、
　
「
ラ
グ
ナ
ー
・
フ
リ
ツ
シ
ュ
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
言
葉
を
用
い
る
な
ら
ぼ
、
巨
視
的
動

　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
（
１
４
）

学
に
で
は
な
く
巨
視
的
静
学
に
属
す
る
」
と
語
っ
た
。
即
ち
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
に
よ
れ
ぼ
ヶ
イ
ソ
ズ
経
済
学
の
理
論
的
性
格
は
第
一

に
集
計
的
分
析
で
あ
り
、
第
二
に
静
学
的
均
衡
の
分
析
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
は
集
計
的
均
衡
に
つ
い
て

っ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
　
「
こ
れ
が
（
集
計
的
均
衡
）
が
、
た
と
え
ぼ
、
ヶ
イ
ソ
ズ
氏
の
『
貨
幣
論
（
箏
竃
茅
¢
昌
く
ｇ
２
）
で
使
わ
れ

て
い
る
均
衡
概
念
で
あ
る
。
そ
の
若
干
の
目
的
に
と
っ
て
の
有
用
さ
は
否
定
さ
れ
な
い
。
し
か
し
明
ら
か
に
こ
の
種
の
均
衡
は
あ
ら

ゆ
る
他
の
意
味
で
の
も
っ
と
も
は
げ
し
い
不
均
衡
と
両
立
す
る
の
で
あ
る
。
…
－
…
全
体
と
し
て
の
経
済
体
系
内
の
撞
乱
が
こ
れ
ら
の

集
計
量
だ
け
か
ら
う
ま
た
う
る
か
の
よ
う
に
、
こ
の
均
衡
に
つ
い
て
論
じ
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
論
法
は
景
気
循
環
の

　
　
　
シ
ユ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
景
気
循
環
論
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
　
（
四
八
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
　
（
四
九
〇
）

多
く
の
ま
ち
が
っ
た
分
析
の
根
底
に
あ
る
。
そ
の
よ
う
た
論
法
は
分
析
を
事
物
の
表
面
に
と
ど
め
、
分
析
が
真
に
重
要
で
あ
る
基
底

に
あ
る
産
業
過
程
に
ま
で
い
り
こ
む
こ
と
を
妨
げ
る
。
…
－
…
こ
れ
ら
の
集
計
量
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
考
察
す
る
と
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

ひ
と
度
こ
の
出
発
的
が
選
ぼ
れ
る
な
ら
、
貨
幣
的
循
環
理
論
の
あ
ら
ん
か
ぎ
り
の
皮
相
さ
に
お
ち
い
る
こ
と
が
ど
ん
な
に
た
や
す
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

か
が
た
だ
ち
に
理
解
さ
れ
る
」
。
そ
し
て
静
学
的
分
析
に
対
し
て
は
、
　
「
ヶ
イ
ソ
ズ
自
身
が
正
当
に
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
物
的

資
本
（
設
備
）
は
、
種
類
の
点
で
も
、
首
尾
一
貫
し
て
一
定
に
と
ど
ま
る
も
の
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
そ
の
理
論
を
ば
、

既
存
産
業
設
備
の
利
用
度
の
大
小
を
決
定
す
る
要
因
の
分
析
に
制
限
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
資
本
主
義
の
本
質
を
こ
の
設
備
の
た
え

間
な
い
改
造
に
と
も
な
う
現
象
や
、
そ
の
内
部
に
進
行
す
る
た
え
問
な
い
革
命
に
も
と
め
る
人
々
は
、
ヶ
イ
ソ
ズ
理
論
が
資
本
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

過
程
の
本
質
を
捨
象
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
」
と
、
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
は
指
摘
し
た
。

シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
ヶ
イ
ソ
ズ
に
対
す
る
こ
の
評
価
は
、
集
計
的
分
析
、
静
学
的
分
析
に
基
礎
を
置
く
ヶ
イ
ソ
ズ
理
論
が
、
三
〇
年

代
の
経
済
的
危
機
に
直
面
し
た
独
占
的
金
融
資
本
が
資
本
主
義
経
済
の
管
理
運
営
を
い
か
に
し
て
い
く
か
を
反
映
し
た
と
こ
ろ
の
、

独
占
資
本
に
奉
仕
す
る
理
論
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
、
新
「
中
問
層
」
的
立
場
か
ら
、
独
占
的
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ

ー
の
立
場
を
反
映
し
た
独
占
資
本
の
政
策
の
支
柱
と
し
て
の
、
ヶ
イ
ン
ズ
の
「
全
体
と
し
て
の
」
産
出
高
の
理
論
、
巨
視
的
分
析
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

方
法
に
感
傷
的
に
反
対
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
こ
の
よ
う
な
独
占
資
本
の
政
策
に
役
立
た
せ
る
ゲ
ィ
ソ
ズ
理

論
を
「
リ
ヵ
ー
ド
の
悪
癖
」
（
霞
８
ま
彗
５
ｏ
ｏ
）
と
し
て
っ
ぎ
の
よ
う
に
攻
撃
し
た
。
「
一
般
的
な
科
学
的
真
理
の
装
い
の
中
に
、
よ

か
れ
悪
し
か
れ
、
一
定
の
時
と
国
の
唯
一
の
歴
史
的
情
勢
の
急
務
に
照
ら
し
て
は
じ
め
て
意
味
を
も
っ
勧
告
を
与
え
る
リ
カ
ー
ド
の

　
　
（
１
８
）

や
り
口
」
と
。

　
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
と
ケ
イ
ン
ズ
の
分
析
手
法
の
差
異
は
、
前
者
が
動
学
的
、
微
視
的
分
析
で
あ
る
が
、
後
者
は
静
学
的
、
集
計
的
、



巨
視
的
分
析
で
あ
る
点
に
表
現
さ
れ
る
。
両
老
の
こ
の
分
析
手
法
の
基
本
的
差
異
は
、
両
者
の
資
本
主
義
体
制
に
っ
い
て
の
危
機
意

識
１
１
「
ヴ
ィ
ジ
ヨ
ソ
」
　
（
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
）
の
差
異
に
そ
の
根
が
存
在
す
る
。
　
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
に
よ
れ
ぼ
ヶ
イ
ソ
ズ
の
「
ヴ
ィ
ジ

ョ
ソ
」
は
「
投
資
機
会
」
消
減
に
よ
る
資
本
主
義
経
済
の
「
長
期
沈
滞
」
の
「
ヴ
イ
ジ
ヨ
ン
」
で
あ
り
、
「
自
由
放
任
の
資
本
主
義
、
あ

の
〃
驚
異
的
な
〃
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
一
九
一
四
年
八
月
を
も
っ
て
終
っ
た
。
企
業
者
の
指
導
権
が
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
成
功
に
つ
ぐ

成
功
を
確
保
す
る
こ
と
の
で
き
た
　
　
そ
れ
は
人
口
の
急
速
な
増
加
に
よ
っ
て
、
か
っ
技
術
の
改
善
と
食
糧
お
よ
ひ
原
料
の
新
し
い

資
源
の
あ
い
っ
ぐ
開
発
と
に
よ
っ
て
、
た
え
ず
創
造
さ
れ
っ
っ
あ
っ
た
豊
富
な
投
資
機
会
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
が

諸
条
件
は
急
速
に
消
減
し
っ
っ
あ
る
こ
の
よ
う
な
諾
条
件
の
も
と
に
あ
っ
て
は
、
　
”
自
ら
食
べ
る
た
め
に
で
は
な
く
〃
菓
子
を
焼
き

っ
づ
げ
た
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
の
貯
蓄
を
吸
収
す
る
の
に
困
難
は
な
か
っ
た
。
↓
か
し
い
ま
や
（
一
九
二
〇
年
）
こ
の
よ
う
な
刺
激
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、

く
な
り
、
私
的
企
業
の
精
神
は
揺
ら
ぎ
、
投
資
機
会
は
消
減
し
っ
っ
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
の
貯
蓄
習
慣
は
そ
の

杜
会
弥
齢
謄
か
矢
か
小
わ
。
か
れ
ら
の
貯
蓄
習
償
が
依
然
と
し
て
存
続
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
上
事
態
を
必
要
以
上
に
悪
化
せ
し
め

　
　
（
１
９
）

て
い
る
」
。
　
し
か
し
「
わ
れ
わ
れ
は
「
平
和
の
経
済
的
帰
結
」
の
こ
れ
ら
の
べ
ー
ジ
の
な
か
に
は
『
一
般
理
論
』
の
理
論
的
装
置
の

な
に
も
の
を
も
発
見
し
え
な
い
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
装
置
が
そ
れ
の
技
術
的
補
充
物
と
な
る
杜
会
的
な
ら
び
に
経
済
的
事
象

に
関
す
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ソ
の
全
部
を
発
見
す
る
。
　
『
一
般
那
論
」
は
、
わ
れ
わ
れ
の
時
代
に
関
す
る
そ
の
ヴ
ィ
ジ
ヨ
ソ
を
分
析
的
に
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

立
っ
も
の
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
長
い
苦
闘
の
最
後
の
結
果
で
あ
る
」
と
、
シ
ュ
ン
ベ
ー
タ
ー
は
語
っ
た
。
ヶ
イ
ソ
ズ
の
「
ヴ
ィ
ジ

ョ
ソ
」
　
「
危
機
意
識
」
が
「
投
張
機
会
」
の
消
減
で
あ
る
の
に
反
し
て
、
　
「
定
常
的
な
封
建
経
済
と
い
え
ど
も
封
建
経
済
で
は
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

う
し
、
定
常
的
な
杜
会
主
義
経
済
と
い
え
ど
も
、
杜
会
主
義
経
済
で
は
あ
ろ
う
げ
れ
ど
も
、
定
常
的
な
資
本
主
義
と
い
う
の
は
言
葉

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
（
２
１
）

の
矛
盾
で
あ
る
」
と
考
え
る
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
「
ヴ
イ
ジ
ヨ
ソ
」
は
、
資
本
主
義
経
済
は
不
断
に
新
投
資
の
機
会
を
秩
板
的
に
創

　
　
　
シ
ユ
ソ
ペ
ー
タ
ー
の
景
気
循
環
論
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
（
四
九
一
）



■

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
靖
十
四
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
　
（
四
九
二
）

造
し
て
い
く
、
　
「
非
連
続
的
」
な
発
展
過
程
で
あ
っ
た
。
両
者
に
お
い
て
資
本
主
義
の
危
機
の
意
識
の
仕
方
が
異
な
っ
て
い
た
。

　
周
知
の
ご
と
く
、
ヶ
イ
ソ
ズ
経
済
学
は
、
一
九
三
〇
年
の
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
経
済
的
矛
盾
の
深
刻
化
を
反
映
し
て
お
り
、
そ

の
根
底
に
は
資
本
主
義
体
制
の
「
危
機
」
を
克
服
し
、
直
接
に
は
イ
ギ
リ
ス
独
占
資
本
１
－
金
融
資
本
を
救
済
す
る
た
め
の
現
実
的
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

題
に
応
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。
他
方
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
『
本
質
』
　
（
一
九
〇
八
年
）
『
発
展
の
理
論
」
　
（
一
九
一
二
年
）
が
書
か
れ

た
時
期
は
、
一
般
的
に
は
、
独
占
資
本
主
義
の
確
立
期
で
あ
り
、
世
界
経
済
に
お
い
て
先
進
資
本
主
義
諸
国
の
政
治
的
．
経
済
的
発

展
の
不
均
等
性
は
激
化
し
、
因
内
的
に
は
、
生
産
と
消
費
の
不
均
衡
、
重
工
業
と
軽
工
業
、
工
業
と
農
業
の
不
均
衡
的
発
展
が
激
化

し
な
が
ら
も
、
全
体
と
し
て
は
産
業
資
本
主
義
段
階
よ
り
も
、
一
面
で
は
腐
朽
化
と
寄
生
性
を
は
ら
み
な
が
ら
、
他
面
に
お
い
て
杜

会
的
生
産
力
が
飛
躍
的
に
発
展
し
、
三
〇
年
代
の
よ
う
な
深
刻
化
し
た
経
済
的
矛
盾
を
経
験
し
な
か
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

　
ヶ
イ
ン
ズ
は
経
済
的
危
機
に
直
面
す
る
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
現
実
的
基
礎
を
、
独
占
的
金
融
資
本
の
立
場
か
ら
観
察
し
た
が
、
シ
ュ

ソ
ベ
ー
タ
ー
は
中
閉
階
級
的
観
点
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
資
本
主
義
、
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
現
実
を
み
た
。
両
者
の
こ
の
よ
う
な
歴

史
的
経
験
の
相
違
が
、
一
方
で
は
「
長
期
停
滞
」
（
投
資
機
会
の
消
減
）
他
方
で
は
「
創
造
的
発
展
」
（
投
資
機
会
の
創
造
）
の
「
ヴ

イ
ジ
ヨ
ソ
」
で
意
識
さ
れ
た
。
ケ
イ
ソ
ズ
が
『
一
般
理
論
』
（
一
九
三
六
年
）
を
書
い
た
時
代
、
シ
ュ
ン
ベ
ー
タ
ー
の
『
景
気
循
環
』

（
一
九
三
九
ヰ
）
が
で
た
時
代
は
、
資
本
主
義
の
危
機
が
よ
り
深
化
し
た
段
階
で
あ
り
、
両
者
と
も
深
刻
な
世
界
恐
慌
を
経
験
し
て
い

た
。
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
は
『
発
展
の
理
論
」
　
（
一
九
十
一
年
）
以
来
、
　
『
景
気
循
環
』
を
書
い
た
三
〇
年
代
の
段
階
に
お
い
て
も
以
前

と
変
ら
な
い
「
創
造
的
発
展
」
の
ヴ
イ
ジ
ヨ
ソ
を
も
っ
て
資
本
主
義
経
済
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
が
、
お
く
れ
た
企
業
（
１
１
巾
・

小
企
茱
）
が
、
　
「
革
新
」
的
活
動
に
よ
り
、
技
術
的
に
す
す
ん
だ
企
業
（
１
－
大
企
業
）
に
の
し
あ
が
れ
る
よ
う
な
幻
想
を
与
え
、
独

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）

占
を
美
化
す
る
こ
と
に
な
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
以
上
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
貨
幣
的
経
済
理
論
の
二
応
の
完
成
者
」
で
あ
る
ヶ
イ
ソ
ズ
が
、
独
占
的
金
融
資
本
の
視
角
か
ら
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

本
主
義
の
「
危
機
」
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
何
故
に
中
問
層
の
立
場
か
ら
資
本
主
義
の
「
現
実
」
を
な
が
め
た
シ
ユ
ソ
ベ
ー
タ

ー
よ
り
も
、
近
代
経
済
学
の
歴
史
の
上
で
本
流
と
し
て
の
位
置
を
占
め
、
シ
ユ
ソ
ベ
ー
タ
ー
が
傍
流
の
地
位
に
立
っ
た
か
を
簡
単
な

が
ら
説
明
し
得
た
と
思
う
。

　
次
章
に
お
い
て
、
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
独
占
讃
美
論
が
か
れ
の
景
気
循
環
論
に
お
い
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る

か
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
（
ユ
）
　
貨
幣
的
景
気
理
論
に
つ
い
て
は
、
鳥
崎
稔
『
貨
幣
的
景
気
理
論
』
甲
文
堂
書
店
、
閉
和
十
二
年
。
三
上
隆
三
『
貨
幣
的
経
済
理
論
の
研
究
』

　
　
　
有
斐
閣
、
昭
和
三
十
五
年
。
矢
尾
次
郎
『
貨
幣
的
経
済
理
論
の
基
本
問
題
』
千
倉
書
房
、
昭
和
三
十
七
年
。
一
。
同
橋
泰
蔵
『
貨
幣
的
経
済
理
論
の

　
　
　
新
展
開
』
銀
座
山
版
社
、
岬
和
二
十
三
年
。
カ
ー
ル
・
フ
ェ
ー
ル
著
日
下
藤
吾
訳
『
経
済
循
瑛
の
貨
幣
的
構
迭
』
大
鵬
杜
版
、
冊
和
十
七
年
を

　
　
　
参
照
。

　
　
（
２
）
　
財
貨
的
策
気
論
に
つ
い
て
は
波
多
野
鼎
『
妖
（
瓜
及
び
恐
慌
学
説
批
判
』
粁
崎
書
店
、
岬
和
二
十
三
年
。
同
『
最
気
論
』
千
倉
害
房
、
昭
和

　
　
　
六
年
。
高
田
保
馬
『
娘
気
変
動
論
』
日
杢
評
論
杜
、
岬
和
三
年
を
参
照
。

　
　
（
３
）
　
十
九
世
紀
中
に
お
い
て
は
、
　
「
財
貨
」
の
世
界
に
閑
す
る
維
済
理
諭
と
「
貨
幣
」
に
関
す
る
貨
幣
理
諭
が
分
雛
さ
れ
て
い
た
が
、
独
占
段

　
　
　
陪
に
入
る
と
両
者
の
統
合
が
、
近
代
維
済
学
内
部
で
お
こ
っ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
の
理
大
的
秋
拠
は
、
金
融
資
本
の
成
立
に
よ
り
、
座
業
費
本

　
　
　
（
財
貨
の
世
界
に
基
礎
を
お
く
）
と
銀
行
資
本
（
貨
幣
の
世
界
に
基
礎
を
お
く
）
の
融
合
が
お
こ
っ
た
結
呆
に
よ
る
。
こ
の
点
に
っ
い
て
は
神

　
　
　
戸
大
学
「
経
済
学
研
究
』
年
報
２
、
　
一
九
五
五
年
、
則
八
保
夫
「
貨
幣
的
維
済
州
諭
の
比
立
、
性
格
と
そ
の
某
礎
」
参
照
。
何
故
貨
幣
的
策
気

　
　
　
理
論
が
主
流
に
な
り
肘
貨
的
景
気
諭
が
支
流
に
な
っ
た
か
は
、
企
融
資
木
の
れ
按
の
立
場
を
代
夫
し
た
か
ど
う
か
に
よ
る
。

　
　
（
４
）
　
戸
声
｝
彗
ｏ
っ
彗
一
峯
ｏ
鳥
訂
ｑ
↓
プ
８
ｑ
彗
｛
｝
げ
８
－
勺
ｏ
Ｈ
－
２
・
Ｈ
虞
り
・
　
小
原
敬
士
．
ぴ
膝
政
士
。
沢
「
貨
幣
理
論
と
肘
政
政
策
』
の
Ｓ

　
　
　
・
Ｅ
・
ハ
リ
ス
編
、
輯
者
序
文
。

　
　
（
５
）
穴
．
窒
象
・
Ｆ
鶉
一
童
易
岸
箏
ｑ
２
雪
葛
ぎ
曇
・
。
・

　
　
　
　
シ
ユ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
採
気
循
環
論
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
（
四
九
三
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
篤
十
四
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
　
（
四
九
四
）

（
６
）
第
一
版
は
一
八
九
四
年
ロ
シ
ヤ
語
で
、
第
二
版
は
一
九
〇
一
年
ド
イ
ツ
語
で
で
た
。
波
多
野
鼎
前
掲
書
に
ツ
ガ
ン
の
景
気
論
の
紹
介
が
あ

　
な
。
青
山
秀
夫
『
経
済
変
動
理
諭
の
研
究
』
第
二
巻
、
創
文
杜
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
　
シ
ュ
ピ
ト
ホ
フ
景
気
論
も
前
掲
の
青
山
秀
夫
・
波
多
野
両
教
授
の
文
献
に
詳
し
い
。

（
８
）
　
向
ま
ミ
ー
鼻
巨
目
帽
・
邦
訳
五
四
八
－
五
五
〇
ぺ
ー
ジ

（
９
）
　
向
鼻
ミ
ー
ｏ
巨
目
長
・
○
ｏ
・
ｏ
ｏ
胃
邦
訳
五
五
〇
べ
ー
ジ

（
１
０
）
　
豊
崎
稔
・
前
掲
書
。
則
武
保
夫
・
前
掲
書
二
七
一
－
ニ
ベ
ー
ジ

（
ｕ
）
　
－
く
．
穴
２
毒
２
↓
ぎ
○
雪
胃
巴
↓
ぎ
Ｏ
ｑ
◎
叶
向
昌
旦
毫
冒
竃
戸
冒
け
弩
轟
叶
彗
｛
峯
昌
２
・
－
８
９
　
塩
野
谷
九
十
九
訳
『
雇
用
、
　
利

　
子
お
よ
び
貨
幣
の
一
般
理
論
』

（
！
２
）
　
匝
易
ぎ
窃
０
Ｄ
ｏ
壱
Ｈ
霧
．
く
◎
－
．
－
・
Ｐ
Ｈ
亀
・
邦
訳
二
〇
八
べ
ー
ジ

（
１
３
）
　
畠
罧
◎
．
く
◎
Ｈ
・
Ｈ
・
り
・
一
亀
・
邦
訳
二
〇
八
べ
－
ジ

（
１
４
）
　
オ
ｏ
考
向
８
９
旨
｛
ｏ
・
・
．
セ
イ
モ
ア
・
Ｅ
・
ハ
リ
ス
編
日
本
銀
行
調
査
局
訳
『
新
し
い
経
済
学
』
昭
和
二
十
四
年
第
一
分
冊
一
四
二
ぺ
－
ジ

（
１
５
）
　
団
易
サ
窃
ｏ
ｏ
Ｏ
ｋ
ｏ
－
窃
．
く
◎
－
・
－
・
り
Ｐ
お
ー
ト
　
邦
訳
六
一
べ
ー
ジ

（
１
６
）
　
雪
己
り
８
ｑ
ｏ
｛
向
８
９
旨
｛
ｏ
声
墨
－
壱
７
東
畑
精
一
訳
『
経
済
分
析
の
歴
史
』
第
七
分
冊
二
四
六
九
－
七
〇
ぺ
ー
ジ

（
１
７
）
　
集
計
分
析
・
静
学
分
析
は
、
三
〇
年
代
の
阯
界
恐
慌
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
独
占
資
本
の
政
策
に
「
理
論
」
的
支
柱
を
与
え
る
も
の

　
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
経
済
政
策
の
支
柱
に
な
る
た
め
に
は
困
民
経
済
を
全
体
と
し
て
把
握
す
る
総
体
分
析
が
必
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
シ

　
ュ
ン
ベ
ー
タ
ー
の
分
析
方
法
の
特
徴
の
一
っ
は
、
主
に
白
由
競
争
の
段
階
の
特
徴
（
す
べ
て
の
資
本
は
平
等
で
あ
る
）
を
反
映
し
た
徴
視
的
分

　
析
で
あ
り
、
分
析
の
中
心
は
個
別
資
本
の
巡
動
に
お
か
れ
る
。
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
ケ
イ
ン
ズ
批
判
は
、
前
者
が
臼
由
競
争
の
段
階
を
表
現
し
、

　
後
老
が
独
占
段
階
を
表
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

（
１
８
）
　
宛
睾
げ
考
◎
｛
穴
２
づ
殴
○
雪
ｏ
Ｓ
－
↓
ぎ
◎
ｑ
．
旨
冒
畠
－
◎
｛
芽
¢
声
昌
¢
ユ
ｏ
彗
乙
ｏ
３
茅
ざ
巴
声
。
。
。
。
ｏ
〇
一
き
Ｓ
二
Ｕ
８
昌
．
Ｈ
８
９
り
．
轟
Ｈ
．
吉
田

　
昇
『
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
経
済
学
』
法
律
文
化
杜
の
邦
沢
採
州
。

（
１
９
）
　
↓
訂
オ
ｏ
幸
向
ｏ
９
◎
ヨ
ー
８
・
邦
沢
一
二
一
－
ニ
ベ
ー
ジ

（
２
０
）
　
］
・
キ
○
っ
｝
后
昌
肩
冨
■
↓
彗
○
『
¢
斗
厚
昌
ｏ
昌
耳
の
守
◎
昌
く
胃
×
け
◎
穴
２
毒
。
ｏ
．
宕
賢
．
中
山
伊
知
郎
・
東
畑
精
一
訳
『
十
大
経
済
学

、
者
』
三
七
六
－
七
べ
ー
ジ



（
２
１
）
　
勺
◎
０
Ｄ
け
考
胃
向
ｏ
冒
◎
旨
－
ｏ
巾
８
雪
ｏ
旨
ｏ
〇
一
〇
・
Ｈ
ミ
．
吉
田
昇
三
前
掲
書
の
邦
訳
を
採
用
。

（
２
２
）
－
キ
ｃ
つ
〇
一
一
巨
買
撃
一
Ｕ
器
オ
¢
。
つ
彗
昌
ｑ
｛
胃
霊
葛
ま
罫
一
；
ｏ
二
ぎ
冒
ｏ
茅
｝
彗
≠
、
ま
箏
、
一
。
斤
。
目
。
邑
。
・
く
箏
箏
。
｝
。
づ
目
、
｛
－
。
号
、
拝

　
〆
■
曽
Ｈ
竃
９
ｃ
っ
．
木
村
健
康
・
安
井
琢
磨
訳
『
理
論
経
済
学
の
木
質
と
主
要
内
容
』
日
本
評
論
杜
昭
和
十
二
年
。

一
警
シ
ニ
ペ
ー
↑
は
資
本
主
義
の
震
段
階
を
「
競
争
資
本
主
義
一
と
「
ト
ラ
ス
ト
化
資
本
主
義
一
の
一
一
つ
の
段
階
に
区
分
し
た
。
一
発

　
展
の
理
論
』
　
（
一
九
一
二
年
）
　
『
景
気
循
環
』
　
（
一
九
三
九
年
）
は
主
に
「
競
争
資
本
主
義
」
を
対
象
と
し
て
い
る
。
　
『
発
展
の
理
論
』
に
お

い
て
・
大
コ
ン
ツ
一
ル
ソ
の
成
立
と
と
乏
「
新
結
合
は
享
ま
す
高
度
に
同
一
の
経
済
個
体
内
の
内
部
的
関
心
事
と
な
る
。
一
一
向
目
菱
。
．

書
鼻
＝
ｓ
邦
訳
六
八
ぺ
－
ジ
一
「
新
し
き
こ
と
を
起
す
た
め
の
”
指
薯
活
動
〃
の
必
要
は
享
享
少
な
く
な
る
一
Ｑ
、
迂
。
巨
、
目
甲

　
印
◎
ｏ
亀
邦
訳
五
八
ニ
ベ
ー
ジ
）
等
に
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
　
『
資
本
主
義
・
杜
会
主
義
・
民
主
主
義
』
で
と
り
あ
つ
か
わ
れ
て
い
る
「
ト

　
ラ
ス
ト
化
資
本
主
義
」
の
時
代
に
お
げ
る
巨
大
企
業
内
部
の
「
革
新
」
理
論
の
原
型
が
存
在
す
る
。
資
本
主
義
の
歴
史
的
条
件
の
変
化
を
考
察
の

対
象
に
い
れ
た
一
資
本
主
義
・
杜
会
主
義
・
民
主
主
義
一
に
お
い
て
、
一
発
展
の
理
論
一
一
景
気
循
環
一
で
展
開
さ
れ
て
い
る
「
独
占
一
理
論

　
が
・
比
較
的
体
系
的
で
な
い
が
、
具
体
的
に
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
の
「
独
占
」
理
論
（
ｕ
巨
大
企
業
内
部
の
革
新
理
論
）
が
浮
き
ぽ
り
に
さ
れ
て

　
い
る
の
で
・
本
稿
の
第
三
章
に
お
い
て
は
『
資
本
主
義
・
杜
会
主
義
・
民
主
主
義
』
の
「
独
占
」
理
論
を
主
に
と
り
あ
げ
た
。
　
『
景
気
循
環
』

　
に
よ
れ
ぱ
「
巨
大
企
業
の
世
界
に
お
い
て
さ
え
も
、
新
企
業
が
興
り
、
他
の
企
業
は
背
後
に
亡
び
」
　
（
団
一
、
。
。
｝
箏
、
。
。
。
。
Ｏ
く
。
Ｈ
。
。
。
、
Ｐ
睾
）
「
革
新
は

　
な
お
主
と
し
て
〃
若
々
し
い
〃
企
業
と
と
も
に
現
わ
れ
る
」
　
（
２
富
９
く
◎
－
・
Ｈ
・
や
彗
）
の
で
あ
り
、
．
「
ト
ラ
ス
ト
化
資
本
主
義
」
　
（
Ｈ
独
占

　
資
本
主
義
）
の
段
階
に
お
い
て
も
「
革
新
」
理
論
の
適
用
の
可
能
で
あ
る
こ
と
を
言
及
し
た
。
こ
う
し
て
「
革
新
」
の
理
論
に
基
礎
を
置
く
、

　
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
の
景
気
循
環
論
は
自
由
競
争
の
段
幣
に
お
け
る
景
気
循
環
論
と
独
占
段
階
に
お
け
る
景
気
循
環
論
の
基
本
的
性
格
の
差
異
を

　
水
視
す
る
こ
と
に
よ
り
、
独
占
資
本
の
美
化
を
シ
ユ
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
景
気
循
環
論
に
お
い
て
具
体
的
に
展
開
す
る
。

　
　
な
お
以
上
に
あ
げ
た
三
著
書
は
い
ず
れ
も
独
占
段
階
の
産
物
で
あ
る
。
　
『
発
展
の
理
論
』
の
景
気
循
環
に
関
す
る
基
本
的
思
想
（
本
稿
第
二

章
の
第
一
次
接
近
論
一
は
一
景
気
循
環
一
に
継
承
さ
れ
、
一
景
気
彊
一
に
お
い
て
は
一
籏
の
理
論
一
以
後
の
資
本
主
義
の
経
済
的
諸
条
件

　
の
変
化
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。

　
　
『
本
質
一
『
震
の
理
論
一
一
景
気
循
環
』
に
お
け
る
シ
ユ
ン
ペ
ー
タ
ー
体
系
の
変
化
の
過
程
を
研
究
し
た
も
の
と
し
て
吉
田
昇
三
『
シ
ユ

　
ム
ベ
ー
タ
ー
の
経
済
学
』
法
律
文
化
杜
一
九
六
四
年
が
あ
る
。
そ
し
て
本
排
で
は
シ
ユ
ン
ベ
ー
タ
ー
の
独
占
理
論
が
シ
ユ
ソ
ペ
ー
タ
ー
体
系
と

　
の
関
連
で
・
　
『
経
済
発
展
の
理
論
』
　
『
景
気
循
環
』
の
独
占
論
と
『
資
本
主
義
・
杜
会
主
義
・
民
主
主
義
』
の
独
占
論
と
の
同
一
性
と
差
異
が

　
　
シ
ユ
ソ
ペ
ー
タ
ー
の
景
気
循
環
論
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
　
（
四
九
五
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
四
号
）

と
り
あ
つ
か
わ
れ
て
い
る
。
　
（
吉
田
昇
三
・
前
掲
書
第
二
章
へ
の
補
説
）
。

〇
四
　
（
四
九
六
）

ニ
　
シ
ユ
ン
ペ
ー
タ
ー
景
気
循
環
論
の
理
論
構
造

Ｈ
　
理
論
構
造
の
基
礎

　
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
、
　
「
循
環
的
流
れ
」
の
状
態
を
景
気
変
動
研
究
の
論
理
的
出
発
点
に
す
え
る
。
　
「
循
環
的
流
れ
」
は
、
閉
鎖

体
系
内
で
自
律
的
に
一
定
の
時
問
的
速
さ
で
流
動
し
っ
づ
げ
、
単
に
そ
れ
白
体
を
再
生
産
す
る
に
す
ぎ
な
い
不
変
の
経
済
過
程
の
モ

　
　
　
　
（
１
）

デ
ル
で
あ
る
。
こ
の
過
程
で
は
、
数
と
年
令
分
布
に
お
い
て
も
変
化
し
な
い
一
定
の
人
口
が
、
　
「
家
計
に
お
け
る
消
費
目
的
の
た
め

に
、
ま
た
企
業
に
お
け
る
生
産
と
取
引
の
目
的
の
た
め
に
組
織
さ
れ
て
お
り
、
変
化
し
な
い
自
然
的
、
杜
会
的
環
境
の
中
に
生
き
か

　
　
　
　
（
２
）

つ
働
い
て
い
る
。
」
家
計
の
欲
望
も
一
定
、
生
産
方
法
や
商
業
手
彬
の
慣
習
期
限
は
、
企
業
利
益
の
観
点
か
ら
も
、
現
在
の
見
通
し

と
可
能
性
と
を
考
え
て
も
、
最
適
の
も
の
で
あ
る
。
生
産
函
数
は
所
与
で
あ
り
そ
の
型
は
変
化
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

　
経
済
主
体
は
定
常
過
程
で
は
、
　
「
労
働
者
も
経
営
者
も
、
日
々
の
軌
道
に
の
っ
た
仕
事
以
外
に
は
す
る
ご
と
が
な
い
」
。
　
季
節
的

変
動
を
除
外
す
る
と
、
　
「
一
定
の
所
得
流
列
」
は
、
賃
金
と
地
代
と
か
ら
構
成
さ
れ
、
貯
蓄
は
存
在
し
な
い
。
　
「
循
環
的
流
れ
」
の

過
程
で
は
、
年
々
同
種
、
同
質
、
同
最
の
消
費
財
と
生
鹿
財
を
産
出
し
、
企
業
は
同
種
、
同
量
、
同
質
の
生
産
財
と
生
産
用
役
を
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

用
す
る
。
生
産
財
、
消
費
財
は
年
々
同
じ
価
格
で
売
買
さ
れ
る
定
常
的
経
済
過
程
で
、
与
件
が
変
化
し
な
い
場
合
、
価
格
と
数
量
と

の
問
に
均
衡
が
存
在
す
る
な
ら
、
体
系
を
支
削
す
る
状
態
を
均
衡
状
態
と
規
定
す
る
。
こ
れ
が
一
般
均
衡
、
ワ
ル
ラ
ス
的
均
衡
で
あ

（
４
）

る
。　

ワ
ル
ラ
ス
的
均
衡
は
、
消
費
者
の
収
支
計
画
と
生
産
者
の
収
支
計
画
の
形
式
が
完
成
し
て
お
り
、
数
学
的
に
は
極
大
極
小
の
定
理



で
も
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
ワ
ル
ラ
ス
的
均
衡
が
支
配
す
る
な
ら
ば
、
家
計
と
企
業
の
収
支
計
画
は
均
衡
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
商

品
の
全
量
は
企
業
ま
た
は
家
計
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
、
現
存
の
生
産
要
素
は
、
　
「
所
有
者
が
獲
得
し
う
る
価
格
で
使
用
さ
れ
る
こ
と

を
希
望
す
る
か
ぎ
り
、
使
用
さ
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
し
、
　
こ
の
よ
う
な
価
格
で
有
効
な
、
ど
の
需
要
も
満
足
さ
れ
な
げ
れ
ぼ
な

　
　
（
５
）

ら
な
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

　
シ
ユ
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
景
気
変
動
研
究
に
お
げ
る
均
衡
理
論
の
意
義
を
、
完
全
競
争
の
場
合
、
Ｈ
「
循
環
的
流
れ
」
の
理
論
の
骨
格

を
与
え
、
過
剰
生
産
、
過
剰
能
力
の
規
定
に
は
、
均
衡
概
念
に
頼
ら
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
ｏ
均
衡
理
論
は
体
系
が
反
応
す
る
に
あ

た
っ
て
従
う
べ
き
規
則
の
道
具
を
提
供
す
る
。
日
均
衡
状
態
と
い
う
概
念
は
、
均
衡
状
態
が
決
し
て
具
現
し
な
い
と
し
て
も
、
分
析

の
診
断
の
た
め
有
用
で
あ
る
。
倒
経
済
的
変
数
の
数
値
は
、
常
識
で
の
異
常
に
高
い
数
値
と
常
識
で
の
非
常
に
低
い
数
値
と
の
問
で
、

景
気
変
動
の
過
程
で
変
動
す
る
と
い
う
事
実
、
そ
し
て
常
識
が
正
常
と
認
め
る
数
値
と
そ
の
数
値
の
近
傍
が
、
常
識
が
認
め
る
異
常

な
高
い
数
値
と
低
い
数
値
と
の
問
の
ど
こ
か
に
あ
る
と
い
う
事
実
か
ら
、
体
系
が
均
衡
へ
の
傾
向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
現
実
に
は

体
系
は
均
衡
状
態
に
決
し
て
接
近
し
な
い
か
ら
、
均
衡
点
の
代
り
に
均
衡
の
区
域
－
均
衡
の
近
傍
を
考
察
す
る
。
以
上
四
点
を
考
え

る
。　

シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
、
経
済
の
変
動
過
程
を
経
済
外
的
要
因
に
依
存
す
る
変
動
の
側
面
と
、
経
済
過
程
内
部
の
要
因
か
ら
生
ず
る

変
動
の
側
面
と
を
分
離
レ
、
経
済
外
的
要
因
と
し
て
戦
争
、
革
命
、
杜
会
不
安
、
関
税
攻
策
、
租
税
政
策
、
金
鉱
発
見
、
移
民
、
人

口
数
等
を
あ
げ
る
。
経
済
は
、
外
的
要
丙
の
変
化
に
白
ら
を
適
応
す
る
か
ら
、
癌
済
発
展
の
問
題
に
特
別
な
も
の
を
提
供
し
な
い
。

経
済
過
程
内
部
か
ら
生
ず
る
経
済
発
展
の
変
動
要
因
と
し
て
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
は
三
っ
の
内
在
的
要
囚
を
あ
げ
る
。
　
「
嗜
好
の
変
化
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

生
産
要
素
の
量
（
ま
た
は
質
）
の
変
化
、
商
品
供
給
の
変
化
」
の
三
要
丙
は
、
体
系
内
の
他
の
す
べ
て
の
も
の
を
、
こ
の
三
要
因
か

　
　
　
シ
ュ
ン
ベ
ｉ
タ
ー
の
景
気
循
環
論
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
　
（
四
九
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
　
（
四
九
八
）

ら
演
緯
で
き
る
か
ら
、
論
理
的
に
あ
ま
す
と
こ
ろ
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
第
一
の
消
費
者
嗜
好
の
変
化
は
、
生
産
者
の
行
動
に
附
随

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

す
る
か
ら
、
こ
の
要
因
は
「
経
済
発
展
の
主
要
な
原
動
力
の
一
つ
」
を
構
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
シ
ユ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の

分
析
図
式
か
ら
発
展
要
因
と
し
て
捨
象
さ
れ
る
。
第
二
の
生
産
要
素
の
量
（
ま
た
は
質
）
の
変
化
は
、
人
口
増
加
と
生
産
財
の
在
庫

量
の
増
加
で
あ
る
が
、
こ
の
両
要
因
は
経
済
変
動
の
結
果
で
あ
り
、
他
の
経
済
変
動
１
１
発
展
の
条
件
で
あ
る
。
人
口
の
増
減
は
、
商

品
流
通
量
と
の
間
に
一
義
的
関
係
は
な
い
か
ら
外
的
要
因
で
あ
る
。
同
様
に
正
の
貯
蓄
率
か
ら
お
こ
る
耐
久
生
産
財
の
在
庫
量
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

経
済
変
化
の
結
果
生
じ
る
の
で
、
経
済
変
動
の
要
因
と
し
て
「
貯
蓄
」
・
「
蓄
積
」
を
除
外
す
る
。
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
「
こ
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

は
問
題
の
核
心
そ
の
も
の
を
除
外
す
る
よ
う
に
み
え
る
か
も
し
れ
な
い
」
が
、
景
気
変
動
は
、
完
全
均
衡
の
定
常
状
態
か
ら
出
発
す

る
か
ぎ
り
、
貯
蓄
・
蓄
積
を
変
動
要
因
と
し
て
捨
象
す
る
こ
と
は
正
し
い
と
す
る
。
そ
し
て
、
内
在
的
要
因
と
し
て
捨
象
さ
れ
た
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

口
の
変
化
と
貯
蓄
の
変
化
の
総
計
を
「
成
長
」
と
規
定
し
、
　
「
成
長
」
は
景
気
の
好
況
、
不
況
を
っ
く
り
だ
す
要
因
と
な
り
得
な
い
。

何
故
な
ら
人
口
の
変
化
、
貯
蓄
の
変
化
は
、
経
済
変
動
の
結
果
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
第
三
の
商
品
供
給
方
法
の
変
化
に
は
、
い
新
商
品
の
導
入
、
－
商
品
生
産
の
技
術
上
の
変
化
、
ｏ
新
市
場
や
新
供
給
源
泉
の
開
拓
、

四
作
業
の
テ
ー
ラ
ー
組
織
化
、
帥
材
料
処
理
の
改
良
、
内
百
貨
店
の
よ
う
た
新
事
業
組
織
の
設
立
、
を
内
容
と
し
て
含
み
、
シ
ュ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

べ
－
タ
ー
は
、
こ
れ
を
「
革
新
」
と
規
定
す
る
。
　
「
革
新
」
は
既
存
の
生
産
要
素
を
新
し
い
用
途
に
ふ
り
む
げ
る
と
い
う
純
粋
な
経

済
過
程
で
あ
り
、
他
の
何
も
の
か
の
結
果
で
な
い
か
ら
、
　
『
革
新
』
こ
そ
経
済
変
動
の
特
別
な
要
因
で
あ
る
。

　
覗
実
に
は
、
三
要
因
「
嗜
好
の
変
化
」
、
　
「
成
長
」
、
　
「
革
新
」
は
相
互
に
作
用
し
、
相
互
に
前
提
し
あ
い
、
歴
史
的
変
動
過
程
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

こ
れ
ら
の
諸
結
果
で
あ
る
が
、
三
要
素
因
は
論
理
的
に
は
独
白
性
を
も
っ
。
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
、
　
「
革
新
」
の
も
た
ら
す
経
済
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

動
と
、
そ
の
結
果
に
対
す
る
経
済
体
系
へ
の
反
応
を
「
経
済
発
展
」
と
規
定
す
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

　
革
新
を
経
済
学
的
カ
デ
ゴ
リ
ー
で
、
　
「
新
生
産
函
数
」
の
設
定
と
規
定
で
き
る
が
、
貨
幣
費
用
と
関
連
づ
げ
る
と
、
現
在
の
総
費

用
曲
線
ま
た
は
限
界
費
用
曲
線
の
破
壊
に
よ
る
新
し
い
曲
線
の
設
定
で
あ
る
。
革
新
の
作
用
の
具
体
的
表
現
と
し
て
は
、
Ｈ
新
工
場

の
建
設
を
供
い
、
目
あ
ら
ゆ
る
革
新
は
新
企
業
に
－
具
現
し
、
ｏ
革
新
は
い
つ
も
新
人
の
指
導
的
地
位
へ
の
上
昇
と
結
合
し
て
い
る
と

　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
！
７
）

　
「
革
新
」
を
遂
行
す
る
個
人
を
「
企
業
者
」
と
定
義
す
る
。
企
業
者
機
能
と
管
理
者
機
能
と
は
、
実
際
的
に
も
論
理
的
に
も
区
別

さ
れ
る
が
、
　
「
革
新
」
を
遂
行
す
る
企
業
者
は
、
企
業
者
機
能
と
他
の
機
能
と
を
結
合
す
る
性
質
を
も
っ
。
競
争
的
資
本
主
義
の
時

代
に
は
、
企
業
者
は
企
業
の
所
有
者
の
中
に
み
い
だ
さ
れ
、
巨
大
企
業
の
時
代
Ｈ
ト
ラ
ス
ト
化
資
本
主
義
の
時
代
に
は
、
企
業
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

具
体
的
な
存
在
移
態
を
明
示
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
「
企
業
者
は
資
本
を
提
供
す
る
人
で
あ
っ
て
も
よ
い
が
、
そ
う
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

げ
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
な
い
」
。
「
こ
れ
は
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
」
と
し
て
、
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
資
本
主
義
の
本
質
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

特
徴
は
、
生
産
手
段
の
所
有
に
よ
ら
ず
企
業
者
機
能
を
可
能
に
す
る
機
構
で
あ
る
、
と
す
る
。

　
新
企
業
を
創
設
す
る
「
新
人
」
は
、
生
産
手
段
を
所
有
せ
ず
、
生
産
手
段
と
交
換
す
る
資
産
を
所
有
し
な
い
。
企
業
者
は
第
一
に

固
定
資
本
、
運
転
資
本
を
、
　
「
必
要
な
資
金
」
を
借
り
入
れ
に
依
存
す
る
。
第
二
に
企
業
者
以
外
の
「
だ
れ
も
借
入
れ
を
し
な
い
」
。

第
三
に
企
業
者
の
借
入
れ
資
金
は
、
　
「
創
造
さ
れ
た
支
払
手
段
か
ら
な
っ
て
い
、
」
、
　
以
上
三
つ
の
命
題
は
分
析
上
ひ
目
的
の
た
め

　
　
　
　
　
（
２
１
）

の
仮
定
で
あ
る
。

　
革
新
へ
の
融
資
は
「
信
用
創
造
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
生
産
諸
要
素
の
移
転
は
旧
企
業
か
ら
の
資
金
の
引
上
げ
に
よ
る
の
で
は

な
く
、
新
し
い
創
造
さ
れ
た
資
金
が
企
業
者
に
よ
り
処
理
さ
れ
る
の
で
、
旧
企
業
の
現
存
資
金
の
購
買
力
の
低
下
を
も
た
ら
す
。

　
企
業
者
に
よ
る
信
用
創
造
を
手
段
と
し
た
革
新
の
結
果
、
完
全
競
争
の
下
で
は
、
費
用
低
下
に
よ
る
費
用
超
過
分
は
企
業
者
利

　
　
　
シ
ユ
ン
ベ
ー
タ
ー
の
景
気
循
環
論
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
（
四
九
九
）



一
、

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
　
（
五
〇
〇
）

一
２
２
～

潤
で
あ
り
、
企
業
者
潤
利
は
革
新
に
よ
る
打
歩
で
、
均
等
化
へ
の
傾
向
は
も
た
ず
、
競
争
過
程
で
消
減
し
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て

企
業
者
利
潤
の
源
泉
は
「
革
新
」
で
あ
る
。
革
新
の
過
程
を
と
お
し
て
、
間
接
的
、
偶
然
的
に
利
得
の
損
失
や
投
機
的
操
作
が
重
要

な
地
位
を
得
る
。

　
銀
行
に
よ
り
企
業
者
に
与
え
ら
れ
た
信
用
創
造
に
対
し
て
、
企
業
者
は
利
子
を
支
払
わ
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
が
、
利
子
は
利
潤
か

ら
ひ
き
だ
さ
れ
る
。
し
か
る
に
企
業
者
利
潤
は
革
新
の
衝
撃
に
よ
っ
て
惹
起
す
る
不
均
衡
過
程
の
な
か
で
発
生
す
る
か
ぎ
り
、
消
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）

者
借
り
入
れ
を
除
げ
ぼ
、
利
子
支
払
い
の
唯
一
の
源
泉
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
正
の
利
子
率
が
資
本
主
義
杜
会
の
市
場
で
支
配
す
る

と
い
う
事
実
の
唯
一
の
原
囚
で
あ
り
、
完
全
均
衡
の
条
件
の
下
で
は
、
利
子
は
生
産
、
分
配
過
程
の
必
然
的
要
因
で
な
く
ゼ
ロ
で
あ

る
。
利
子
が
利
潤
か
ら
支
払
わ
れ
る
か
ぎ
り
、
純
粋
の
利
子
は
経
済
体
系
が
完
全
均
衡
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
消
減
す
る
傾
向
を
も
つ
。

し
た
が
っ
て
「
産
業
変
動
」
を
均
衡
状
態
か
ら
の
乖
離
と
み
る
た
ら
ぼ
、
利
子
論
は
「
産
業
変
動
」
研
究
に
と
り
重
要
で
あ
り
、
企

業
者
利
潤
を
碁
礎
と
し
た
利
子
は
、
こ
の
意
味
で
体
系
の
中
心
的
地
位
で
あ
る
。
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
い
う
。
　
「
体
系
に
現
存
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
）
　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
）

不
均
衡
の
程
度
を
、
他
の
単
一
な
、
ど
の
数
字
よ
り
も
的
確
に
表
理
す
る
一
種
の
体
系
の
緊
張
度
の
係
数
」
で
あ
る
。
利
子
は
、
現

在
残
高
に
対
す
る
将
来
残
高
の
打
歩
で
あ
り
、
貨
幣
市
場
に
お
げ
る
銀
行
と
企
業
者
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。

　
論
理
の
筋
道
を
整
理
す
る
と
、
経
済
外
的
要
因
に
よ
る
変
動
の
結
果
と
し
て
の
経
済
変
動
は
、
経
済
発
灰
の
対
象
に
な
ら
ず
、
静

態
論
の
対
象
と
な
る
。
経
済
の
動
的
過
程
の
内
郁
か
ら
起
る
経
済
の
発
展
こ
そ
、
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
い
う
と
こ
ろ
の
発
展
で
あ
り
、

そ
の
動
的
要
囚
は
「
革
新
」
で
あ
る
。
企
業
者
に
よ
る
班
新
が
信
用
創
逃
を
手
段
に
出
発
点
と
し
て
の
均
衡
状
態
を
破
壊
し
て
、
経

済
を
醐
的
な
不
均
衡
に
向
か
わ
せ
、
そ
の
締
果
企
業
者
利
澗
が
発
生
す
る
。
企
業
者
は
企
業
者
利
澗
か
ら
銀
行
に
利
子
を
支
払
う
。

体
系
は
、
革
新
が
行
き
っ
く
と
、
企
業
者
利
澗
が
消
減
し
、
し
た
が
っ
て
利
子
も
消
減
し
、
新
し
い
均
衡
状
態
に
到
連
す
る
。



　
目
　
景
気
循
環
へ
の
接
近

レ
り
　
第
一
次
接
近

　
診
断
も
し
く
は
予
測
上
の
ま
ち
が
い
が
な
い
も
の
と
仮
定
さ
れ
る
。

　
企
業
者
は
信
用
創
造
を
媒
介
に
し
て
新
生
産
函
数
を
設
定
し
、
均
衡
状
態
を
破
壌
す
る
。
具
体
的
形
態
は
、
新
企
業
、
新
工
場
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
６
）

設
立
、
既
存
企
業
へ
の
新
設
備
の
発
注
、
必
要
資
金
の
銀
行
借
り
入
れ
で
あ
る
。
革
新
の
模
倣
者
の
出
現
に
よ
り
革
新
の
集
団
的
発

生
は
、
国
民
経
済
全
域
に
波
及
し
て
い
く
。
こ
の
過
程
は
「
循
環
的
流
れ
」
、
　
「
定
常
状
態
」
の
破
壌
で
あ
り
、
経
済
諸
量
の
数
値

の
均
衡
値
よ
り
の
乖
離
の
過
程
で
あ
る
。
い
企
業
者
が
、
最
少
限
の
準
備
を
除
い
て
即
座
に
預
金
を
引
出
し
、
〕
雇
用
さ
れ
な
い
資

源
は
な
い
と
い
う
条
件
の
下
で
は
、
　
「
信
用
創
造
」
に
よ
る
既
存
の
生
産
要
素
の
転
用
は
生
産
要
素
価
格
の
上
昇
、
し
た
が
っ
て
貨

幣
所
得
と
利
子
率
の
上
昇
（
正
の
利
子
率
の
出
現
）
を
も
た
ら
し
、
旧
企
業
に
対
し
て
も
、
新
企
業
者
と
同
様
に
費
用
は
騰
貴
す
る
。

し
か
し
旧
企
業
の
収
入
は
、
新
企
業
者
の
生
産
財
と
高
賃
金
雇
用
へ
の
支
出
、
企
業
支
出
の
増
加
に
１
よ
り
、
す
な
わ
ち
有
効
需
要
の

一
部
の
支
出
に
照
応
し
て
増
加
す
る
。
均
衡
の
破
壊
に
よ
る
変
動
の
下
に
あ
る
旧
企
業
の
う
ち
に
は
損
失
を
受
け
る
も
の
も
あ
る
が
、

全
体
と
し
て
不
均
衡
化
の
変
動
過
程
に
適
応
し
、
純
剰
余
を
得
る
で
あ
ろ
う
。
旧
企
業
も
高
賃
金
の
支
出
を
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い

が
、
新
企
業
者
の
新
生
産
物
が
新
市
場
に
出
ま
わ
る
以
前
に
、
旧
企
業
の
所
得
も
増
加
す
る
。

　
革
新
に
よ
る
生
産
要
素
の
の
転
用
の
結
果
、
一
時
的
に
は
消
費
財
生
産
の
減
少
と
生
産
財
生
産
が
増
大
す
る
が
、
消
賀
財
に
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
７
）

す
る
貨
幣
表
示
で
の
需
要
は
減
少
せ
ず
増
加
す
る
。
そ
し
て
一
般
的
に
は
「
総
産
出
高
に
な
ん
ら
の
純
増
加
も
あ
り
得
な
い
。
」

　
革
新
の
効
果
が
表
面
化
し
、
新
設
備
が
稼
動
し
始
め
る
と
、
新
商
品
Ｈ
新
消
費
財
が
市
場
に
流
出
し
、
全
体
と
し
て
消
費
財
は
均

衡
の
近
傍
よ
り
も
増
大
す
る
。
新
商
品
の
流
出
と
と
も
に
新
工
場
の
建
設
と
支
出
に
よ
っ
て
起
る
変
動
の
不
均
衡
過
程
が
、
経
済
に

　
　
　
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
策
気
循
螺
論
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
　
（
五
〇
一
）
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命
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一
一
〇
　
（
五
〇
二
）

適
応
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。
若
干
の
旧
企
業
に
お
い
て
は
、
一
方
で
は
拡
張
の
た
め
の
新
機
会
が
開
げ
「
新
経
済
空
間
」
の
創
造

を
意
味
す
る
が
、
他
方
で
は
「
経
済
的
死
減
」
を
意
味
し
、
近
代
化
、
合
理
化
、
再
建
の
困
難
、
苦
難
に
み
ち
た
過
程
を
た
ど
る
こ

と
を
強
制
さ
れ
る
。
こ
の
過
程
で
の
重
要
な
側
面
は
生
産
指
数
の
変
動
の
測
定
に
よ
る
統
計
的
把
握
が
不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
集

計
量
的
分
析
に
よ
る
統
計
的
把
握
は
不
均
衡
の
一
面
的
な
増
加
と
集
計
量
内
部
の
移
動
が
表
現
で
き
な
い
。
集
計
的
分
析
は
全
体
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
８
）

物
語
ら
な
い
ぼ
か
り
か
、
必
然
的
に
主
要
な
側
面
を
無
視
す
る
。

　
体
系
に
新
し
い
革
新
企
業
が
出
現
し
、
企
業
者
活
動
の
機
能
と
し
て
の
「
革
新
」
が
つ
づ
く
か
ぎ
り
、
経
済
過
程
の
転
換
は
生
じ

な
い
。
そ
れ
で
は
何
故
に
企
業
者
活
動
が
実
際
に
弱
ま
り
、
「
理
論
的
に
決
定
で
き
る
」
点
で
停
止
す
る
の
か
。
第
一
に
企
業
者
活

動
は
一
定
の
部
面
で
先
導
さ
れ
、
企
業
者
活
動
は
一
定
の
商
品
も
し
く
は
商
品
群
の
生
産
を
目
的
と
す
る
か
ら
、
企
業
者
活
動
の
可

能
性
は
経
済
体
系
の
所
与
の
下
で
は
明
確
に
制
限
さ
れ
る
。
そ
し
て
「
革
新
」
の
結
果
は
直
接
個
別
価
格
に
作
用
し
、
　
「
そ
の
方
面

ま
た
は
関
連
し
た
方
面
で
の
」
企
業
老
活
動
の
進
行
に
明
確
な
制
限
を
置
く
。
　
「
革
新
」
の
効
果
が
急
速
に
拡
大
し
て
い
く
な
ら
ぼ
、

新
生
産
物
の
価
格
は
低
下
し
、
価
格
Ｈ
最
低
単
位
費
用
で
生
産
さ
れ
る
点
に
到
達
す
る
。
こ
の
伽
格
低
下
は
最
初
の
企
業
者
だ
げ
で

な
く
、
後
続
企
業
者
も
は
じ
め
に
仮
定
し
た
よ
う
に
完
全
に
正
確
に
予
測
で
き
る
か
ら
、
利
澗
の
消
減
、
危
険
を
予
測
す
る
。
第
二

に
企
業
老
活
動
は
体
系
の
均
衡
破
壊
で
あ
り
、
新
商
品
の
放
出
は
不
均
衡
を
激
化
し
、
体
系
内
の
生
産
要
素
の
価
値
修
正
を
必
要
と

す
る
。
し
か
し
、
ま
だ
こ
の
時
期
に
は
、
利
潤
は
あ
る
と
し
て
も
、
費
用
、
収
支
計
算
を
不
可
能
に
し
、
新
し
い
計
画
の
困
難
や
失

敗
の
危
険
が
増
大
す
る
。
こ
れ
以
上
の
「
革
新
」
を
遂
行
を
す
る
た
め
に
は
、
事
態
が
落
ち
っ
く
ま
で
ま
っ
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
９
）

て
企
業
者
活
動
が
弱
ぎ
る
倣
向
が
あ
る
。

　
企
業
者
支
出
の
減
少
、
企
業
老
の
迫
加
的
什
り
入
れ
の
停
止
、
こ
の
こ
と
だ
け
で
も
価
格
低
下
を
ひ
き
お
こ
す
に
は
充
分
で
あ
る
。



企
業
者
に
よ
る
銀
行
貸
付
の
返
済
が
、
さ
ら
に
価
格
低
下
の
効
果
を
強
め
る
。
シ
ユ
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
こ
の
過
程
を
「
自
動
デ
フ
レ
ー

　
　
（
３
０
）

シ
ョ
ソ
」
と
観
定
す
る
。

　
体
系
の
運
動
は
、
企
業
者
活
動
の
結
果
へ
の
体
系
の
反
応
、
す
な
わ
ち
創
造
さ
れ
た
新
事
態
へ
の
適
応
の
過
程
で
あ
る
。
適
応
過

程
の
内
容
は
、
適
応
で
き
な
い
も
の
の
排
除
、
革
新
の
結
果
へ
の
再
吸
収
、
革
新
企
業
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
た
与
件
に
合
致
す
る
よ

う
な
経
済
生
活
の
再
組
紋
、
価
値
体
系
の
再
編
成
、
債
務
の
清
算
等
を
含
む
過
程
で
あ
る
。
均
衡
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
作
用
に
よ
り
、

体
系
は
新
し
い
均
衡
近
傍
に
到
達
す
る
。
新
均
衡
の
近
傍
は
、
出
発
点
の
旧
均
衡
近
傍
と
比
較
し
て
、
　
「
『
ヨ
リ
大
き
な
』
杜
会
的

生
産
物
、
新
生
産
函
数
、
貨
幣
所
得
の
等
し
い
総
額
、
最
低
の
（
厳
密
に
は
零
）
利
子
率
、
利
潤
零
、
貸
付
零
、
ち
が
っ
た
価
格
体

系
と
ヨ
リ
低
い
物
価
水
準
、
す
な
わ
ち
革
新
特
の
定
の
激
発
の
す
べ
て
の
永
続
的
な
成
果
が
実
質
所
得
増
加
と
い
う
移
で
消
費
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
１
）

手
渡
さ
れ
た
と
い
う
事
実
の
基
礎
的
表
現
」
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

　
こ
の
図
式
は
、
論
理
的
に
自
足
的
な
特
別
な
時
問
の
過
程
で
、
体
系
は
企
業
者
活
動
の
衝
撃
の
下
に
、
均
衡
位
置
か
ら
の
離
反
の

過
程
と
、
別
の
均
衡
位
置
へ
の
接
近
の
過
程
と
二
段
階
か
ら
構
成
さ
れ
、
最
初
の
段
階
が
「
好
況
」
段
階
、
後
者
の
段
階
が
「
後
退
」

階
段
で
あ
る
。

　
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
こ
の
図
式
を
純
粋
モ
デ
ル
、
第
一
次
接
近
と
規
定
し
だ
。
純
粋
モ
デ
ル
は
歴
史
的
事
実
と
の
結
合
に
は
ま
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
２
）

長
い
「
道
程
」
が
あ
る
が
、
現
実
の
経
済
生
活
の
変
動
過
程
で
観
察
さ
れ
る
前
後
関
係
を
再
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

回
　
第
二
次
接
近

　
第
一
次
接
近
の
純
粋
モ
デ
ル
は
単
一
波
動
二
局
面
循
環
モ
デ
ル
で
あ
る
、
）
第
二
次
接
近
で
は
単
一
波
動
四
塙
面
循
環
モ
デ
ル
と
な

る
。
第
二
次
接
近
の
図
式
で
は
、
第
二
次
波
動
の
作
用
は
、
第
一
次
波
動
の
作
用
の
上
に
重
ね
ら
れ
る
。
革
一
波
動
四
局
面
循
環
モ

　
　
　
シ
ュ
ン
ベ
ー
タ
ー
の
景
気
循
環
論
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
　
（
五
〇
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
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十
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一
一
二
　
（
五
〇
四
）

デ
ル
の
第
二
次
接
近
で
は
第
一
次
接
近
で
捨
象
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
モ
メ
ソ
ト
で
あ
る
旧
企
業
の
「
思
惑
」
、
　
「
投
機
」
が
導
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
３
）

さ
れ
る
。
こ
の
契
機
は
第
一
次
接
近
の
「
好
況
」
を
い
っ
そ
う
ブ
ー
ム
に
か
き
た
て
る
要
因
と
た
る
。

　
第
二
次
接
近
の
図
式
に
お
げ
る
「
好
況
」
段
階
で
は
、
い
旧
企
業
の
「
好
況
」
に
対
す
る
実
際
上
の
反
作
用
と
〔
旧
企
業
の
こ
の

「
好
況
」
に
対
す
る
「
思
惑
」
の
過
程
が
加
わ
る
。
第
二
次
的
過
程
で
は
、
新
規
借
り
入
れ
は
新
企
業
に
限
ら
れ
ず
、
　
「
預
金
」
は

一
般
的
な
拡
張
の
た
め
に
も
創
造
さ
れ
、
各
貸
付
は
別
の
貸
付
を
誘
引
し
、
価
格
の
上
昇
は
別
の
上
昇
を
誘
引
す
る
傾
向
が
あ
る
。

こ
の
過
程
で
価
格
の
「
実
際
上
」
の
、
ま
た
は
「
予
期
」
さ
れ
た
上
昇
を
前
提
と
す
る
よ
う
な
取
引
が
導
入
さ
れ
る
。
こ
れ
が
「
第

二
次
波
動
」
で
あ
り
、
こ
の
作
用
は
「
第
一
次
波
動
」
の
作
用
の
上
に
重
ね
ら
れ
る
。
こ
の
段
階
で
の
特
徴
は
、
一
般
的
な
好
況
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
４
）

象
の
背
後
に
「
革
新
」
が
か
く
さ
れ
、
現
象
と
「
革
新
」
と
の
関
係
が
外
観
的
に
は
存
在
し
な
い
か
の
よ
う
な
様
相
を
呈
す
る
。
箪

一
次
過
程
に
必
ず
し
も
固
有
で
な
い
「
悲
観
」
　
「
楽
観
」
の
行
き
す
ぎ
が
、
第
二
次
過
程
で
追
加
的
な
重
要
性
を
獲
得
す
る
。
　
「
悲

観
」
　
「
楽
観
」
要
因
は
論
理
的
に
は
非
本
質
的
な
要
因
で
あ
る
が
、
実
際
上
重
要
な
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。
好
況
が
は
じ
ま
る
と
家

計
は
実
質
所
得
が
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
と
期
待
し
て
消
費
の
た
め
に
借
り
入
れ
、
事
業
者
も
需
要
増
を
見
込
ん
で
拡
張
資
金
の
借
り

入
れ
を
行
う
。
こ
れ
は
第
二
次
波
動
の
不
生
産
的
貸
付
の
事
例
で
あ
る
。

　
箪
二
次
的
好
況
の
中
断
は
第
一
次
的
過
程
に
作
用
し
た
と
こ
ろ
の
原
理
を
基
礎
に
し
て
い
る
。
第
二
次
波
動
で
は
、
整
理
さ
れ
調

節
さ
れ
る
べ
き
要
因
が
第
一
次
波
動
よ
り
も
多
い
か
ら
、
「
体
系
」
は
容
易
に
均
衡
に
接
近
し
な
い
。
第
一
次
的
過
程
の
原
理
に
よ
る

価
格
低
下
に
投
機
的
要
素
が
作
用
し
、
経
営
活
動
と
投
資
活
動
に
損
失
を
あ
た
え
、
負
債
構
造
の
一
部
の
崩
壊
は
、
パ
ニ
ッ
ク
、
恐
慌

を
ひ
き
お
こ
す
と
は
限
ら
な
い
が
、
パ
ニ
ッ
ク
、
恐
慌
を
容
場
に
す
る
条
件
と
な
る
。
恐
慌
の
禿
生
を
み
な
い
場
合
で
も
価
格
低
下

は
価
格
低
下
を
乎
び
、
負
債
返
済
の
努
力
、
銀
行
の
流
動
性
改
善
努
力
が
債
務
者
を
ゆ
き
づ
ま
ら
せ
る
。
悪
循
環
が
は
じ
ま
り
、



「
悲
観
的
期
待
」
は
一
時
は
動
因
的
役
割
を
演
ず
る
様
相
を
呈
し
、
第
二
次
波
動
の
崩
壊
と
そ
の
予
想
の
圧
力
を
う
げ
て
、
体
系
は
、

接
近
す
べ
き
均
衡
の
近
傍
を
通
り
す
ぎ
て
、
第
一
次
接
近
に
か
げ
て
い
た
新
し
い
局
面
、
　
「
異
常
整
理
」
の
過
程
に
入
る
。
　
「
異
常

整
理
」
の
段
階
の
特
徴
は
、
　
「
価
値
の
引
げ
修
正
や
操
業
短
縮
」
で
あ
る
。
　
「
後
退
」
の
段
階
に
は
体
系
を
均
衡
の
近
傍
に
接
近
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

せ
よ
う
と
す
る
諸
力
が
存
在
し
た
が
、
い
ま
や
新
し
い
不
均
衡
が
発
展
す
る
。
　
「
不
況
」
段
階
で
あ
る
。
　
「
不
況
」
が
い
き
っ
く
と

こ
ろ
ま
で
行
げ
ぼ
、
体
系
は
新
し
い
均
衡
の
近
傍
へ
接
近
し
は
じ
め
る
第
四
段
階
、
　
「
回
復
」
局
面
に
入
る
。
　
「
回
復
」
局
面
で
は

均
衡
量
ま
で
の
拡
張
が
は
じ
ま
り
、
一
時
的
な
余
剰
利
益
を
も
た
ら
し
た
り
、
最
低
量
で
の
操
業
に
と
も
な
う
損
失
を
除
い
た
り
す

る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。
　
「
回
復
」
局
面
が
向
う
新
均
衡
近
傍
は
「
異
常
整
理
」
が
な
げ
れ
ぼ
到
達
し
た
で
あ
ろ
う
そ
れ
と
は
均
衡

近
傍
の
内
容
は
ち
が
う
。
け
だ
し
「
異
常
整
理
」
が
な
げ
れ
ぼ
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
た
と
こ
今
の
も
の
を
「
異
常
整
理
」
の
過
程

が
破
壌
し
て
し
ま
い
、
そ
し
て
　
「
不
況
」
的
段
階
か
ら
の
離
反
と
体
系
の
新
均
衡
の
近
傍
へ
の
復
帰
に
は
時
問
が
か
か
る
と
い
う

　
　
　
　
（
３
５
）

こ
と
で
あ
る
。

　
っ
ぎ
に
問
題
と
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
こ
と
は
、
第
一
に
、
「
不
況
」
の
段
階
か
ら
「
回
復
」
へ
の
転
換
の
原
理
を
解
明
す
る
こ

と
。
第
二
は
、
何
故
「
不
況
」
過
程
は
停
止
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
、
こ
の
二
点
で
あ
る
。

　
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
、
工
業
、
商
業
部
門
で
の
回
復
点
と
、
株
式
取
引
所
、
他
の
投
機
市
場
と
の
回
復
点
を
区
別
し
て
考
察
す
る
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
　
「
不
況
」
段
階
か
ら
「
回
復
」
へ
向
わ
せ
る
要
因
は
「
事
業
見
込
変
化
」
で
あ
り
、
投
機
市
場
に
と
っ
て
は
外

的
な
箏
実
で
あ
る
。
産
業
と
貿
易
に
っ
い
て
は
、
も
し
「
不
況
」
段
階
が
停
止
す
る
な
ら
、
企
業
が
回
復
や
新
均
衡
近
傍
へ
導
く
よ

う
な
仕
方
で
行
動
し
な
い
こ
と
は
、
企
業
は
利
益
を
失
い
、
損
失
を
ま
ね
き
、
工
場
、
設
備
の
廃
棄
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
問

題
は
箔
二
の
「
不
況
」
過
程
停
止
の
理
論
的
根
拠
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
に
よ
れ
ぼ
、
こ
の
問
題
に
は
一
般
的
な
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回
答
が
な
い
、
と
す
る
。

　
螺
線
（
悪
循
環
）
の
圧
力
が
、
そ
の
圧
力
を
と
め
よ
う
と
す
る
反
作
用
が
体
系
内
に
生
じ
る
こ
と
は
証
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
第

一
に
悪
循
環
の
効
果
の
拡
散
と
稀
薄
化
で
あ
る
。
一
事
業
の
破
産
は
他
の
事
業
の
破
産
を
ひ
き
お
こ
す
が
、
一
部
分
は
損
失
に
た
え
、

緩
衝
作
用
の
役
割
を
果
す
。
失
業
の
増
大
率
は
、
個
々
の
企
業
を
と
れ
ぼ
逓
減
す
る
。
産
出
高
の
減
少
も
累
積
的
効
果
を
生
み
、
産

出
高
減
少
の
衝
撃
は
弱
ま
る
。
こ
の
事
情
が
悪
循
環
を
稀
薄
化
し
消
減
さ
せ
る
一
つ
の
要
因
で
あ
る
。
第
二
は
、
　
「
価
格
の
散
布
度

増
加
や
物
量
問
の
均
衡
関
係
か
ら
の
乖
離
」
で
あ
る
。
　
「
均
衡
か
ら
の
離
反
運
動
で
あ
る
」
螺
線
過
程
（
悪
循
環
）
は
、
潜
在
的
損

失
ぼ
か
り
で
な
く
潜
在
的
利
益
を
も
た
ら
す
。
例
え
ぼ
「
不
況
事
業
」
で
、
企
業
閉
鎖
に
よ
る
失
業
は
、
失
業
労
働
者
を
顧
客
と
す

る
食
糧
品
店
の
連
鎖
的
な
破
産
と
い
う
図
式
を
考
慮
し
て
も
、
食
糧
品
商
の
市
場
は
完
全
に
は
消
減
せ
ず
、
若
干
の
食
糧
品
商
の
市

場
拡
充
の
余
地
が
存
在
す
る
。
こ
の
要
因
が
悪
循
環
を
阻
止
す
る
事
情
の
一
っ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
螺
線
に
反
作
用
す
る
回
復
的

傾
向
は
、
螺
線
を
打
ち
消
す
ほ
ど
強
力
た
積
極
的
要
囚
に
な
る
保
障
は
な
い
。
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
い
う
。
　
「
こ
の
傾
向
は
、
理
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
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的
に
は
体
系
が
決
し
て
ひ
と
り
で
に
回
復
す
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
余
地
を
か
ち
と
ら
な
い
だ
ろ
う
」
。

　
純
粋
モ
デ
ル
と
同
様
に
、
出
発
点
の
均
衡
の
近
傍
と
体
系
が
到
達
し
た
新
均
衡
近
傍
の
様
相
と
内
容
は
ち
が
う
。
均
衡
か
ら
出
発

し
て
「
好
況
」
、
　
「
後
退
」
、
　
「
不
況
」
、
「
回
復
」
の
四
局
面
を
経
て
新
均
衡
に
い
た
る
最
気
循
環
の
一
単
位
、
単
一
波
動
四
局
面
循

環
が
完
了
す
る
。
時
系
列
上
で
均
衡
の
近
傍
を
結
ん
で
い
く
時
、
四
段
階
の
循
環
的
波
動
を
え
が
く
、
資
本
主
義
経
済
の
発
展
の
ト

レ
ソ
ド
が
得
ら
れ
る
。

○
　
第
三
次
接
近

　
第
二
次
接
近
の
段
階
ま
で
、
単
一
の
循
環
過
程
だ
げ
を
対
象
に
し
、
先
行
の
循
環
と
後
続
の
循
環
と
は
同
型
と
さ
れ
て
き
た
が
、



同
型
で
あ
る
保
障
は
な
い
。
単
一
波
動
四
局
面
循
環
で
あ
る
保
障
は
な
い
。
む
し
ろ
無
数
の
波
状
運
動
が
、
循
環
的
発
展
過
程
に
同

時
的
に
忠
行
し
、
同
じ
過
程
で
衝
突
し
あ
う
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
経
済
的
時
系
列
の
ど
の
グ
ラ
フ
か
ら
も
単
一
循
壕
の
仮
定
は
支

持
で
き
な
い
。

シ
一
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
・
そ
こ
で
三
循
爾
）
一
一
ソ
ド
ラ
テ
ィ
一
プ
循
環
、
ジ
一
グ
ラ
ー
循
環
、
キ
チ
ソ
循
環
一
を
集
窪
導
入
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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９
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る
。
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
三
循
環
を
採
用
す
る
根
拠
を
っ
ぎ
の
」
二
点
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
第
一
に
循
環
的
変
動
の
基
礎
に
「
革
新
」
が
存
在
す
る
な
ら
、
懐
妊
お
よ
び
経
済
体
系
に
よ
る
効
果
の
吸
収
期
問
は
、
　
「
革
新
」

の
す
べ
て
に
っ
い
て
等
し
く
な
い
。
比
較
的
長
い
期
問
の
「
革
新
」
が
あ
る
し
、
そ
れ
と
平
行
し
て
比
較
的
短
期
問
内
に
進
行
す
る

「
革
新
」
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
変
動
の
多
様
性
と
そ
れ
ら
の
問
の
干
渉
の
性
賃
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
第
二
に
、
継
起
的
な
循
環
の
諾
単
位
は
、
相
互
に
独
立
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
、
世
界
的
な
鉄
道
建
設
、
電

化
、
白
動
車
背
及
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
欽
道
建
設
の
「
革
新
」
が
お
こ
っ
た
場
合
、
っ
ぎ
の
新
し
い
波
動
は
、
同
じ
部
門
か
又
は

そ
れ
に
関
連
し
た
産
業
剖
門
で
あ
ら
わ
れ
る
。
向
助
卑
の
「
革
新
」
は
、
そ
れ
の
発
展
の
た
め
の
条
件
、
道
路
建
設
に
失
敗
し
て
い

た
ら
、
有
力
な
「
革
新
」
に
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
鉄
道
建
設
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
の
多
数
の
循
環
で
あ
っ
た
が
、
白
動

車
普
及
の
場
合
は
一
っ
の
型
の
循
環
の
継
起
だ
け
で
あ
り
、
高
次
の
循
環
は
、
一
っ
の
型
の
循
環
の
く
ｎ
成
物
に
す
ぎ
な
い
。

　
第
三
は
、
循
環
の
継
起
が
独
立
し
て
い
よ
う
と
し
て
い
ま
い
と
、
循
環
そ
れ
ｎ
休
の
中
に
示
さ
れ
る
効
果
以
外
の
効
果
を
も
っ
過

租
の
紺
果
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
鉄
道
建
設
の
箏
例
は
、
新
線
の
た
め
の
支
出
に
よ
り
、
一
般
経
済
界
、
概
争
輪
送
機
関
や
生
産

地
の
相
対
的
地
位
に
雌
接
影
響
を
与
え
る
。
鉄
逝
に
よ
り
新
し
く
創
逃
さ
れ
た
生
産
機
く
ム
を
役
立
た
さ
せ
た
り
、
他
の
機
会
を
根
絶

す
る
に
は
艮
時
…
を
要
し
、
ま
た
、
人
口
が
移
動
し
、
新
都
市
が
発
展
し
、
他
の
都
市
が
衷
退
し
、
一
般
に
は
「
一
因
の
新
し
い
楓

　
　
　
シ
ユ
ン
ベ
ー
タ
ー
の
景
気
循
環
論
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
　
（
五
〇
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六
　
（
五
〇
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
０
）

が
、
鉄
道
建
設
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
た
循
環
に
適
合
し
た
形
を
と
る
た
め
に
は
、
な
お
一
層
長
く
か
か
る
」
。
　
産
業
革
命
の
過
程
も

そ
の
事
例
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
三
循
環
は
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
理
論
的
図
式
か
ら
で
て
き
た
も
の
で
は
な
く
、
以
上
の
三
っ
の
動
機
と
、
無
数
の
波
動

か
ら
三
循
環
の
種
類
を
選
び
だ
す
こ
と
が
、
研
究
と
事
実
の
整
理
に
役
立
ち
、
三
循
環
は
歴
史
的
、
統
計
的
意
味
を
も
つ
こ
と
の
要

求
か
ら
で
あ
る
。

　
日
「
三
次
接
近
」
論
の
意
義

　
以
上
に
お
い
て
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
旦
凧
気
循
環
論
の
理
論
構
造
の
基
本
的
部
分
の
内
容
を
紹
介
し
て
き
た
。
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
景

気
循
環
論
の
特
徴
で
あ
る
、
　
「
三
次
接
近
」
論
の
論
理
構
造
に
、
独
占
的
大
企
業
の
讃
美
論
が
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か

を
検
討
す
る
の
が
こ
の
項
の
目
的
で
あ
る
。

　
レ
り
第
一
次
接
近
論
の
意
味

　
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
に
よ
れ
ぼ
、
景
気
循
環
の
モ
デ
ル
の
最
も
基
礎
的
な
過
程
は
、
　
「
革
新
」
の
出
現
、
　
「
革
新
」
の
集
団
的
波
及
、

そ
し
て
消
減
に
よ
る
「
好
況
」
局
面
と
「
後
退
」
局
面
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
単
一
波
動
二
局
面
循
環
の
過
程
で
あ
る
。
磐
言
す
れ
ぼ

「
革
新
」
利
澗
の
発
生
、
そ
の
波
及
そ
し
て
消
減
が
景
気
循
環
の
過
程
で
あ
る
。
こ
れ
が
策
一
次
過
程
で
あ
る
。

　
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
、
恐
慌
を
「
経
済
界
」
の
「
誤
算
」
、
「
誤
謬
」
の
結
果
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
景
気
循
環
の
過
程

か
ら
、
妖
気
循
環
に
必
然
的
な
段
階
で
あ
る
「
恐
慌
」
段
階
を
捨
象
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
資
本
十
エ
義
的
生
産
関
係
の
下
で
は
、
恐

慌
局
面
を
必
然
的
に
と
も
な
わ
ざ
る
を
得
な
い
暴
気
循
環
の
現
実
過
程
を
無
視
す
る
こ
と
に
よ
り
、
恐
慌
の
究
極
的
根
拠
で
る
生
産

と
消
費
の
矛
朽
、
そ
し
て
恐
慌
の
根
本
的
原
風
で
あ
る
資
本
主
義
の
基
本
矛
盾
を
お
お
い
か
く
す
こ
と
を
意
味
す
る
。



　
資
本
主
義
経
済
の
下
で
は
、
杜
会
的
生
産
力
の
発
展
は
、
資
本
主
義
の
基
本
矛
盾
に
規
定
さ
れ
て
、
利
潤
率
の
変
動
の
媒
介
に
よ

っ
て
表
現
さ
れ
る
。
景
気
循
環
の
現
実
的
過
程
（
恐
慌
の
過
程
）
は
、
利
潤
率
傾
向
的
低
落
に
対
す
る
低
下
要
因
と
反
対
要
因
の
二

者
対
抗
の
過
程
で
あ
る
。
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
景
気
循
環
の
過
程
は
、
企
業
者
の
「
革
新
」
的
活
動
を
動
力
と
し
た
、
　
「
革
新
」
利

潤
（
企
業
者
利
潤
）
に
表
現
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
杜
会
的
生
産
力
の
変
動
の
過
程
で
あ
る
。
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
「
革
新
」
　
（
い
新
商

品
の
導
入
、
目
商
品
生
産
の
技
術
上
の
変
化
、
日
新
市
場
や
新
供
給
源
泉
の
開
拓
、
倒
作
業
の
テ
ー
ラ
ー
組
織
化
、
帥
材
料
処
理
の

改
良
、
内
百
貨
店
の
よ
う
な
新
事
業
組
織
の
設
立
）
は
、
独
占
段
階
に
お
げ
る
「
商
品
供
給
方
法
の
変
化
」
の
具
体
的
形
態
で
あ
り
、

所
謂
技
術
的
進
歩
一
般
を
単
純
に
意
味
し
な
い
。
　
「
革
新
」
は
独
占
利
潤
実
現
の
具
体
的
た
方
法
の
現
象
彫
態
で
あ
る
。
こ
の
意
味

か
ら
、
恐
慌
は
、
　
「
革
新
」
的
方
法
を
媒
介
に
し
た
、
独
占
利
潤
（
「
革
新
」
利
潤
）
実
現
の
た
め
の
巨
大
企
業
問
の
競
争
、
資
本

蓄
積
の
結
果
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
「
革
新
」
的
活
動
（
独
占
利
潤
実
現
の
活
動
）
の
結
果
と
し
て
恐
慌
を
把
握

し
な
い
こ
と
に
よ
り
、
恐
慌
の
原
因
か
ら
「
革
新
」
を
免
罪
し
た
。
独
占
的
大
企
業
に
は
恐
慌
に
対
し
て
責
任
は
存
在
し
な
い
と
い

う
の
が
、
第
一
次
接
近
論
の
意
味
で
あ
る
。

　
○
　
第
二
次
接
近
論
の
性
格

　
第
二
次
接
近
の
過
程
は
、
雄
一
次
過
秋
に
お
け
る
「
革
新
」
的
行
動
を
基
礎
に
し
た
「
好
況
」
過
程
が
白
ら
生
み
だ
し
た
不
利
な

条
件
へ
の
経
済
体
系
の
ｎ
莇
的
な
適
応
過
杵
で
あ
る
。
第
一
次
過
杵
に
お
げ
る
猪
一
次
的
「
好
況
」
の
諾
現
象
、
物
仙
上
昇
、
有
効

孟
要
の
瑚
大
が
、
第
一
、
一
次
的
好
汎
へ
の
誘
囚
と
な
な
り
、
塘
二
次
接
近
で
は
第
一
次
的
好
況
を
第
二
次
的
好
沈
へ
導
く
。
第
二
次
的

好
汎
で
は
、
　
「
革
新
」
的
活
動
の
激
化
、
企
茱
…
競
争
の
激
化
が
企
業
に
伽
失
を
も
た
ら
し
、
物
仙
騰
貨
が
資
本
蓄
秩
を
阻
止
し
、

崩
壊
へ
の
条
件
を
形
成
す
る
。
第
二
次
的
好
汎
の
崩
壊
と
そ
の
整
理
過
程
は
策
一
次
過
秤
の
清
掃
過
秋
（
後
退
過
租
）
と
ち
が
っ
て
、

　
　
　
シ
ュ
ン
ベ
ー
タ
ー
の
策
気
循
環
論
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
　
（
五
〇
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
箪
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
　
（
五
一
〇
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経
済
体
系
は
均
衡
の
近
傍
を
通
過
し
て
、
新
し
い
局
面
、
「
不
況
」
過
程
に
移
行
す
る
。
そ
し
て
　
「
不
況
」
過
程
の
中
断
は
、
「
好

況
」
の
諾
成
果
の
経
済
体
系
へ
の
散
布
と
「
不
況
」
時
の
「
不
況
事
業
」
の
存
在
が
、
　
「
不
況
」
過
程
を
停
止
さ
せ
、
　
「
回
復
」
へ

の
過
程
に
換
転
さ
せ
る
。
経
済
体
系
は
新
し
い
均
衡
の
近
傍
へ
の
過
程
、
　
「
回
復
」
の
過
程
に
復
帰
す
る
。
　
「
好
況
」
、
　
「
後
退
」
、

「
不
況
」
、
　
「
回
復
」
の
単
一
波
動
四
局
面
循
環
で
あ
る
。

　
第
二
次
接
近
論
の
特
徴
の
一
っ
は
、
景
気
循
環
モ
デ
ル
に
「
不
況
」
段
階
と
「
回
復
」
段
階
の
二
局
面
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
問
題
は
「
不
況
」
段
階
と
「
回
復
」
段
階
の
二
局
面
の
景
気
循
環
の
全
過
程
に
お
げ
る
意
味
で
あ
る
。

　
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
は
恐
慌
段
階
を
景
気
循
環
の
必
然
的
段
階
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
、
恐
慌
段
階
を
、
異
常
整
理
の
過
程
で
あ
る

「
不
況
」
段
階
を
も
っ
て
代
位
す
る
。
恐
慌
段
階
か
ら
不
沈
段
階
へ
の
現
実
的
転
換
は
、
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
「
不
況
」
段
階
の
停

止
と
「
回
復
」
段
階
へ
の
移
行
に
焔
応
す
る
。
産
業
資
本
主
義
の
段
階
（
白
由
競
争
の
段
階
）
で
は
、
恐
慌
時
に
は
、
価
格
低
下

（
価
値
革
命
）
を
と
お
し
て
、
賃
金
の
価
値
以
下
へ
の
切
下
げ
、
不
変
資
本
諾
要
素
の
低
廉
化
と
い
う
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
に
反

対
す
る
諸
要
囚
が
、
生
産
諾
部
門
閉
の
不
均
衡
を
一
掃
す
る
。
独
占
段
階
で
は
、
独
占
価
格
と
金
融
的
支
配
の
た
め
に
、
恐
慌
時
に

は
恐
慌
の
「
渚
掃
」
作
用
が
妨
害
さ
れ
、
生
産
緕
郁
門
閉
の
不
均
衡
が
慢
性
的
、
恒
常
的
に
存
在
し
不
況
を
な
が
び
か
せ
る
。
独
占

仙
格
の
設
定
と
金
融
的
支
胴
は
一
面
で
は
「
清
掃
」
作
用
を
破
壊
し
、
郁
門
…
不
均
衡
を
温
存
し
、
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
を
促
進

す
る
作
用
を
す
る
が
、
他
面
に
お
い
て
実
質
賃
金
の
切
下
げ
と
、
高
物
伽
の
強
制
に
よ
り
中
小
資
本
の
破
産
を
促
遊
す
る
こ
と
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
ユ
）

り
利
潤
率
の
低
下
に
反
対
す
る
諾
要
因
と
な
る
。

　
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
「
不
況
」
段
階
の
特
徴
は
、
　
「
伽
値
の
引
下
げ
や
修
正
と
操
業
矩
縮
」
の
「
異
常
過
程
」
で
あ
る
。
「
不
況
」
，

過
租
は
、
い
破
産
を
ま
ぬ
が
れ
た
若
干
の
「
事
業
」
が
、
　
「
悪
循
環
」
の
効
果
を
杯
薄
に
す
る
役
割
を
果
し
、
目
「
不
沈
箏
茉
」
の



存
在
に
よ
る
市
場
拡
大
の
余
地
、
に
よ
り
「
回
復
一
過
程
へ
と
移
行
す
る
。
だ
が
こ
の
こ
と
は
「
不
況
一
過
程
停
止
の
積
極
的
塞

因
に
た
る
保
障
は
な
い
。
シ
ユ
ソ
ペ
ー
タ
ー
の
「
回
復
」
過
程
へ
の
転
換
理
論
は
、
独
占
の
立
場
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
。
破
産
を

ま
ぬ
が
れ
る
事
業
そ
し
て
市
場
拡
充
の
余
地
と
し
て
の
「
不
況
事
業
」
の
存
在
は
、
独
占
段
階
で
は
巨
大
企
業
で
あ
り
、
こ
の
意
味

で
恐
慌
を
労
働
者
と
中
小
企
業
へ
の
犠
牲
に
よ
っ
て
解
決
す
る
独
占
の
立
場
を
反
映
し
て
い
る
。
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
、
　
「
不
況
」

段
階
停
止
の
積
極
的
な
根
拠
を
あ
げ
る
こ
と
を
さ
け
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
生
産
諸
門
問
の
慢
性
的
不
均
衡
の
存
在
と
、
不
況
の
な

が
び
き
と
い
う
現
実
的
基
盤
を
反
映
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
景
気
循
環
論
の
特
徴
は
、
第
一
次
接
近
論
で
は
「
革

新
の
露
に
よ
る
景
気
の
波
動
を
考
え
、
第
二
次
接
近
論
で
は
、
露
の
結
果
に
対
す
る
適
応
に
よ
る
景
気
循
環
の
軌
跡
を
考
え
て

い
る
こ
と
で
あ
箏
し
た
が
一
て
．
「
不
況
一
段
階
か
ら
「
回
復
一
段
階
一
の
転
換
の
過
程
は
「
革
新
一
的
什
動
湊
拠
し
な
い
、
自

動
的
な
新
均
衡
近
傍
へ
の
適
応
過
程
で
あ
る
。
　
「
革
新
」
的
活
動
の
過
程
を
「
合
埋
化
」
．
の
過
程
で
あ
る
と
す
れ
ぼ
、
シ
ュ
ソ
ベ
ー

タ
ー
の
「
回
復
」
へ
の
過
程
は
、
恐
慌
の
解
決
を
「
合
理
化
」
に
よ
ら
な
い
他
の
手
段
で
他
に
犠
牲
を
転
稼
す
る
こ
と
を
意
味
す
る

だ
ろ
う
。

　
○
　
第
三
次
接
近
　
－
三
循
環
の
意
味
！

　
登
ゴ
伽
接
近
に
お
い
て
は
、
キ
チ
ソ
、
ジ
ュ
グ
ラ
ー
、
コ
ソ
ド
ラ
テ
イ
ェ
フ
の
各
循
環
を
採
用
す
る
根
拠
は
、
い
革
新
の
具
体
的

性
格
・
そ
の
規
模
、
そ
の
作
用
の
時
問
の
相
違
、
〇
一
産
業
部
門
の
革
新
は
関
連
産
業
部
門
に
波
及
す
る
か
ら
、
継
起
的
な
循
環
は

相
互
に
独
立
し
て
い
な
い
。
日
一
つ
の
革
新
が
、
他
の
競
争
産
業
都
門
、
関
連
産
業
部
門
に
影
響
を
及
ぽ
し
、
競
争
産
業
部
門
を
駆

逐
し
て
い
く
過
程
は
長
時
問
を
要
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
独
占
が
技
術
的
進
歩
の
成
果
を
統
制
し
、
重
要
た
原
料
資
源
、
交
通

手
段
・
信
用
機
関
そ
し
て
そ
の
他
の
生
産
諾
条
件
を
集
積
集
中
し
て
い
る
現
実
的
条
件
の
下
で
は
、
白
動
車
の
「
革
新
」
は
道
路
建

　
　
　
　
シ
ユ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
景
気
循
環
論
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
　
（
五
一
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
〇
　
（
五
二
一
）

設
の
「
革
新
」
を
誘
発
す
る
と
い
う
、
　
「
革
新
」
の
関
連
産
業
部
門
へ
の
波
及
と
い
う
側
面
と
、
鉄
道
建
設
の
・
「
革
新
」
は
駅
馬
車

の
よ
う
な
遅
れ
。
た
他
の
交
通
手
段
を
駆
逐
す
る
と
い
う
、
競
合
す
る
遅
れ
た
産
業
部
門
の
駆
逐
、
排
除
と
い
う
側
面
は
、
独
占
の
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
３
）

要
産
業
部
門
へ
の
支
配
の
拡
充
の
展
開
過
程
で
あ
る
と
可
時
に
、
後
進
産
業
部
門
の
独
占
に
よ
る
排
除
過
程
を
意
味
す
る
。

　
こ
れ
で
三
次
接
近
論
の
簡
単
な
概
括
的
な
意
義
を
っ
た
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
が
、
次
章
で
シ
ュ
ン
ベ
ー
タ
ー
の
景
気
循

環
論
の
最
も
基
礎
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
若
干
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

■

（
１
）
　
－
キ
ｃ
っ
争
巨
昌
肩
ａ
二
団
易
庄
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
Ｏ
壱
－
霧
・
く
◎
－
．
Ｈ
・
ｏ
・
ｏ
．
ｏ
ｏ
．
邦
訳
五
三
－
四
べ
－
ジ

（
２
）
　
９
算
ｏ
・
く
◎
－
・
Ｈ
・
り
・
ｏ
ｏ
ｏ
◎
・
邦
訳
五
三
べ
ー
ジ

（
３
）
　
２
巨
ｏ
・
＜
〇
一
・
－
・
ｏ
・
き
・
邦
訳
五
六
ぺ
－
ジ

（
４
）
　
２
罧
◎
・
＜
◎
Ｈ
．
Ｈ
・
や
亀
・
邦
訳
五
九
－
六
〇
べ
－
ジ

（
５
）
　
ｅ
口
◎
・
く
ｏ
－
・
Ｈ
・
り
Ｐ
亀
Ｉ
ｏ
ｏ
・
邦
訳
六
〇
べ
ｉ
ジ

（
６
）
　
畠
茸
◎
・
く
◎
－
・
Ｈ
・
ｏ
Ｐ
ｏ
ｏ
。
－
声
・
邦
訳
九
八
－
一
〇
ニ
ベ
ー
ジ

（
７
）
　
昌
茸
９
く
◎
－
・
Ｈ
・
ｏ
・
お
・
邦
訳
一
〇
四
べ
－
ジ

（
８
）
　
昌
暮
◎
．
く
◎
Ｈ
．
－
・
勺
．
直
．
邦
訳
一
〇
六
べ
ー
ジ

（
９
）
　
昌
暮
９
く
◎
－
・
Ｈ
・
ｏ
ｐ
富
－
ｏ
．
Ｎ
．
邦
訳
一
〇
七
－
一
一
八
べ
ー
ジ
景
気
循
環
理
論
に
お
け
る
「
貯
蓄
」
　
「
投
資
」
の
位
置
づ
け
に
っ
い
て
は
、

　
シ
ュ
ン
ベ
ー
タ
ー
体
系
と
ヶ
イ
ン
ズ
体
系
お
よ
び
ヶ
イ
ン
ズ
学
派
の
そ
れ
と
は
ぢ
が
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
間
題
に
っ

　
い
て
は
別
の
機
会
に
検
討
し
た
い
。

（
１
０
）
　
ａ
巨
◎
．
く
ｏ
Ｈ
．
Ｈ
．
り
Ｐ
ｏ
ｏ
Ｎ
Ｉ
ｏ
◎
．
邦
訳
一
一
九
べ
ー
ジ

（
ｕ
）
　
２
箒
◎
．
く
ｏ
－
．
Ｈ
．
ｐ
ｏ
．
ｃ
ｏ
．
邦
訳
一
二
〇
べ
ー
ジ

（
１
２
）
　
２
箒
９
き
－
」
・
Ｐ
ｏ
。
卜
邦
択
一
二
一
ぺ
－
ジ
「
革
新
」
（
巨
８
く
斗
－
旨
）
は
『
発
朕
の
理
論
』
で
，
は
ｉ
新
緕
合
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
二
「
新

　
結
合
の
内
奔
は
Ｈ
新
財
貨
ま
た
は
新
舳
筑
の
財
貨
の
製
逃
ｏ
新
生
産
方
法
の
導
入
目
新
市
場
の
開
拓
四
原
料
あ
る
い
は
半
製
品
の
新
獲
得
筑
源

　
の
占
拠
圃
独
占
の
形
成
ま
た
は
独
占
の
破
壌
の
よ
う
な
新
組
織
の
達
成
、
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。



（
１
３
）
ｑ
葦
◎
．
く
ｏ
＝
．

（
１
４
）
　
２
９
◎
．
く
◎
Ｈ
．
Ｈ
．

　
活
の
循
環
の
変
動
、

　
と
規
定
さ
れ
て
い
る

（
１
５
）

（
１
６
）

（
１
７
）

（
１
８
）

（
１
９
）

（
２
０
）

（
２
１
）

（
２
２
）

（
２
３
）

（
２
４
）

（
２
５
）

（
２
６
）

（
２
７
）

（
２
８
）

（
２
９
）

（
３
０
）

（
３
１
）

（
３
２
）

（
３
３
）

２
茸
◎
．

畠
ヰ
◎
．

昌
暮
◎
．

２
茸
◎
．

２
ｇ
◎
．

２
ｇ
◎
．

２
罧
◎
．

畠
ｇ
◎
．

２
茸
◎
．

２
箒
◎
．

昌
ヰ
◎
．

昌
箒
◎
．

畠
ヰ
◎
．

ｇ
箒
◎
．

ａ
箒
◎
．

畠
暮
◎
．

２
ｇ
◎
．

ａ
茸
ｏ
．

２
暮
◎
．

く
◎
Ｈ
．
Ｈ
．

く
ｏ
Ｈ
．
Ｈ
．

く
ｏ
Ｈ
．
Ｈ
．

く
◎
－
．
－
１

く
Ｏ
Ｈ
．
Ｈ
．

く
◎
－
．
Ｈ
．

く
◎
－
．
Ｈ
．

く
Ｏ
－
．
Ｈ
．

く
◎
－
．
Ｈ
．

く
◎
Ｈ
．
Ｈ
．

く
◎
Ｈ
．
Ｈ
．

く
◎
－
．
Ｈ
．

く
◎
－
．
－
．

く
ｏ
－
．
Ｈ
．

く
◎
Ｈ
．
－
．

く
ｏ
－
．
－
．

く
◎
－
．
Ｈ
．

く
ｏ
－
．
Ｈ
．

く
◎
Ｈ
．
Ｈ
．

ｐ
ｏ
ｏ
９
邦
訳
一
二
四
べ
ー
ジ

弓
．
Ｏ
．
９
邦
訳
一
二
四
ぺ
ー
ジ
『
発
展
の
理
論
』
に
お
い
て
は
「
経
済
発
展
」
と
は
「
経
済
が
自
己
自
身
か
ら
生
む
経
済
生

『
自
己
自
身
に
委
ね
ら
れ
』
て
外
部
か
ら
の
衝
撃
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
て
い
な
い
所
の
国
民
経
済
に
起
り
得
べ
き
変
化
」

（
邦
訳
一
五
八
べ
－
ジ
）
。

ｏ
・
ｏ
◎
べ
．
邦
訳
一
二
六
べ
－
ジ

君
・
８
１
９
邦
訳
一
三
五
－
一
四
〇
べ
ー
ジ

ｏ
・
Ｈ
ｓ
・
邦
訳
一
四
九
べ
ー
ジ

ｏ
・
８
．
邦
訳
一
三
九
べ
ー
ジ

Ｏ
．
Ｈ
富
．
邦
訳
一
五
一
ぺ
ー
ジ

掌
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
・
邦
訳
一
五
一
ぺ
ー
ジ

ｏ
・
Ｈ
－
ｏ
ｌ
Ｈ
Ｈ
．
邦
訳
一
六
一
べ
ー
ジ

Ｐ
－
Ｏ
Ｃ
ｎ
．
邦
訳
一
五
三
べ
ー
ジ

、
Ｈ
違
．
邦
訳
一
八
ニ
ベ
ー
ジ

ｏ
・
旨
９
邦
訳
一
八
四
べ
ｉ
ジ

ｐ
一
８
・
邦
訳
一
八
四
－
五
べ
ー
ジ

ｏ
．
Ｈ
ｏ
◎
Ｈ
．
邦
訳
一
九
ニ
ベ
ー
ジ

ｏ
・
お
Ｎ
・
邦
訳
一
九
四
べ
ー
ジ

り
・
お
ト
邦
訳
一
九
七
べ
－
ジ

君
．
お
ｍ
－
９
邦
訳
一
九
九
べ
－
ジ

ｐ
Ｈ
ｃ
◎
９
邦
訳
二
〇
〇
べ
－
ジ

ｏ
・
お
べ
・
邦
訳
二
〇
一
べ
ー
ジ

ｏ
・
冨
ｏ
ｏ
・
邦
訳
二
〇
ニ
ベ
ー
ジ

り
・
崖
ｃ
ｎ
・
邦
訳
二
二
ニ
ベ
ー
ジ

■

シ
ユ
ン
ベ
ー
タ
ー
の
景
気
循
環
論
（
小
野
）

二
　
　
（
五
一
三
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
　
（
五
一
四
）

（
３
４
）
　
２
ヰ
◎
．
く
◎
－
．
Ｈ
．
掌
－
畠
．
邦
訳
二
一
四
べ
－
ジ
こ
の
こ
と
が
何
故
「
革
新
」
的
要
素
が
景
気
循
環
の
伝
統
的
分
析
に
よ
っ
て
、
は
な
は
だ

　
し
く
着
過
さ
れ
て
き
た
か
の
一
つ
の
理
由
で
あ
る
。

（
３
５
）
　
畠
ヰ
◎
．
く
◎
Ｈ
・
Ｈ
・
ｏ
・
旨
○
．
邦
訳
二
二
〇
べ
－
ジ

（
３
６
）
　
ａ
ヰ
◎
．
く
◎
－
・
Ｈ
．
Ｐ
旨
ｏ
ｏ
・
邦
訳
二
二
五
べ
－
ジ

（
３
７
）
　
ａ
茸
◎
・
く
◎
－
・
Ｈ
・
ｏ
・
－
邊
・
邦
訳
二
二
七
べ
ー
ジ

（
３
８
）
　
キ
チ
ン
（
５
ｏ
巨
箏
）
循
環
は
、
周
知
の
よ
う
に
「
四
〇
カ
月
」
　
の
短
期
循
環
で
、
独
占
段
階
で
の
景
気
の
波
長
の
短
縮
化
の
現
実
を
反

　
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
ジ
ュ
グ
ラ
ー
（
旨
ｏ
ｑ
Ｈ
胃
）
循
環
は
シ
ュ
ン
ベ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。
す
た
わ
ち
ジ
ュ
グ
ラ
ー
は
「
景
気

　
循
環
の
領
域
で
、
理
論
・
統
計
・
歴
史
が
ど
の
よ
う
に
協
同
す
べ
き
か
に
っ
い
て
の
明
確
な
概
念
を
い
だ
い
た
最
初
の
人
で
あ
っ
た
。
か
れ
の

　
偉
大
な
功
績
は
、
恐
慌
を
背
後
に
お
い
や
り
、
恐
慌
の
基
底
に
、
も
う
一
っ
の
、
ず
っ
と
基
本
的
な
現
象
、
す
た
わ
ち
好
況
と
整
理
－
他
の

　
箇
所
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
か
れ
は
整
理
を
好
況
期
の
で
き
事
へ
の
経
済
体
系
の
反
応
て
あ
る
と
解
説
し
た
　
　
と
を
交
替
さ
せ
る
機
構
を
発

　
見
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
（
－
キ
Ｃ
ｏ
ｏ
｝
目
昌
潟
試
二
団
易
庄
ｏ
。
◎
０
Ｄ
Ｏ
壱
Ｈ
撃
く
◎
Ｈ
・
Ｈ
．
り
Ｐ
Ｈ
竃
１
“
邦
訳
二
三
九
－
四
〇
べ
－
ジ
）

　
　
　
ジ
ュ
グ
ラ
ー
が
恐
慌
局
面
を
景
気
循
環
の
運
動
か
ら
ほ
り
だ
し
た
と
こ
ろ
に
、
ジ
ュ
グ
ラ
ー
循
環
の
近
代
的
な
意
義
が
あ
っ
た
と
す
る
の

　
で
あ
る
。
コ
ソ
ド
ラ
テ
ィ
ェ
フ
（
考
ｐ
穴
◎
邑
冨
詩
或
）
の
循
環
は
、
第
一
の
長
期
波
動
、
一
八
世
紀
の
八
○
年
代
の
終
り
九
〇
年
代
の
始
め

　
～
一
八
四
四
－
五
一
年
、
第
二
の
長
期
波
動
は
、
　
一
八
四
四
－
五
一
年
～
一
八
九
〇
－
九
六
年
、
第
三
の
長
期
波
動
は
、
　
一
八
九
〇
１
九
六
年

　
～
で
あ
る
。
コ
ン
ド
ラ
テ
ィ
ェ
フ
循
環
は
、
一
九
世
紀
七
〇
年
代
か
ら
の
約
四
半
世
紀
と
一
九
二
一
－
二
二
年
及
び
一
九
三
〇
年
代
に
お
げ
る

　
世
界
的
な
農
業
恐
慌
の
現
実
的
基
礎
を
反
映
し
た
も
の
で
、
　
「
騰
貴
し
た
地
代
と
、
そ
れ
に
照
応
す
る
地
価
」
を
根
本
的
原
因
と
す
る
、
農
工

　
間
の
不
均
等
発
股
に
よ
る
農
業
恐
慌
を
否
定
し
、
箭
本
主
義
の
基
本
矛
盾
を
ぬ
り
っ
ぶ
す
点
に
あ
る
。
な
お
ジ
ュ
グ
ラ
ー
の
評
価
に
っ
い
て
は
、

　
Ｈ
キ
０
っ
｝
目
旨
潟
試
二
曽
奪
◎
Ｈ
＜
Ｏ
｛
向
８
９
昌
｛
Ｏ
ト
目
巴
壱
オ
邦
訳
雄
六
分
冊
、
二
三
六
五
べ
－
ジ
に
詳
し
い
。

（
３
９
）
　
こ
の
点
の
議
論
は
、
吉
村
達
次
『
恐
慌
論
の
研
究
』
三
一
携
房
一
九
六
一
年
と
笹
崎
除
編
『
経
済
成
長
と
構
迭
』
法
律
文
化
杜
、
一
九
六

　
三
年
、
第
三
章
を
参
照
し
た
。

（
４
０
）
　
伊
達
邦
春
『
経
済
焚
動
論
』
評
論
杜
、
閉
和
三
十
二
年
、
終
章
を
参
照

（
４
１
）
　
キ
チ
ー
ン
、
ジ
ュ
グ
ラ
ー
・
コ
ン
ド
ラ
テ
ィ
ェ
フ
の
三
循
環
は
、
独
占
資
本
主
義
の
時
代
の
規
実
的
基
盤
の
理
論
的
表
現
で
あ
る
。
シ
ュ
ソ

　
ペ
ー
タ
ー
の
三
循
環
採
用
の
根
拠
は
、
　
「
革
新
」
の
諸
要
素
が
独
占
体
に
集
中
し
て
い
る
と
い
↓
現
実
的
堪
礎
の
下
で
は
、
産
業
資
本
主
義
の



段
階
と
ち
が
っ
て
、
独
占
の
立
場
を
令
理
化
す
る
。
何
故
な
ら
一
産
業
部
門
の
「
革
新
」
的
活
動
が
関
連
産
業
部
門
へ
波
及
し
、
競
争
産
業
部
門

を
駆
逐
・
排
除
し
て
い
く
の
で
は
。
な
い
。
独
占
段
階
で
は
、
独
占
が
独
占
的
支
配
を
基
礎
に
し
て
、
独
占
利
潤
獲
得
を
目
的
に
関
連
産
業
部
門

に
浸
透
し
、
競
争
産
業
都
門
を
駆
逐
し
て
い
く
の
で
あ
り
、
所
謂
「
革
新
」
的
活
動
の
結
果
と
し
て
の
波
動
は
、
独
占
的
大
企
業
が
「
革
新
」
的
方

法
に
よ
り
独
占
利
潤
を
追
求
す
る
諸
結
果
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
三
循
環
論
は
独
占
の
美
化
論
を
景
気
循
環
論
に
具
体
化
し
た
こ
と
に
な
る
。

三

シ
ユ
ン
ペ
ｉ
夕
－
景
気
循
環
論
の
基
本
的
性
格

　
　
　
　
　
若
千
の
基
礎
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
批
判
的
検
討
を
中
心
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
い
　
基
礎
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
の
目
的
は
「
与
件
」
の
変
化
に
依
存
し
な
い
経
済
の
動
的
過
程
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
ず
定
常
状
態

を
論
理
の
出
発
点
に
す
え
る
が
、
不
断
に
変
動
す
る
過
程
を
把
握
す
る
た
め
に
は
動
的
過
程
を
一
且
静
態
の
形
式
で
把
握
す
る
こ
と

は
合
理
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
シ
ュ
ー
ソ
ベ
ー
タ
ー
「
体
系
」
の
定
幣
伽
蛉
の
特
徴
は
利
子
率
ゼ
ロ
、
所
得
は
地
代
と
賃
金
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
利

子
率
ゼ
ロ
で
地
代
が
存
在
す
る
こ
と
の
意
義
は
、
収
益
力
を
資
本
遠
元
で
き
ず
、
土
地
の
価
格
の
成
立
す
る
基
準
が
存
在
し
た
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
土
地
に
対
す
る
市
場
が
存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
り
、
定
常
状
態
で
は
利
潤
ゼ
ロ
、
蓄
積
ゼ
ロ
で
あ

る
か
ら
所
得
の
構
成
要
因
で
あ
る
地
代
と
賃
金
の
経
済
主
体
は
、
消
費
的
動
機
の
最
大
満
足
を
求
め
る
土
地
所
有
者
と
労
働
者
の
二

大
階
級
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
土
地
に
対
す
る
市
場
の
欠
如
か
ら
土
地
所
有
者
は
貴
族
階
級
を
形
成
し
、
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

が
っ
て
貴
族
階
級
と
労
働
者
階
級
の
二
大
階
級
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
杜
会
が
定
常
状
態
が
前
提
す
る
と
こ
ろ
の
杜
会
で

あ
る
・
変
動
の
特
別
の
要
因
で
あ
る
企
業
者
を
捨
象
し
た
と
こ
ろ
の
定
脊
小
賂
は
蓄
積
が
ゼ
ロ
で
、
蓄
積
動
機
が
存
し
な
い
か
ら
、

　
　
　
シ
ユ
ソ
ペ
ー
タ
ー
の
景
気
循
環
論
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
　
（
五
一
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四
　
（
五
一
六
）

マ
ル
ク
ス
的
に
表
現
す
る
な
ら
ぼ
、
あ
え
て
単
純
商
品
生
産
の
杜
会
を
前
提
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
資
本
制
的
商
品
生
産
と
単
純

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

商
品
生
産
を
シ
ユ
ソ
ペ
ー
タ
ー
は
同
一
視
し
て
い
る
こ
と
に
汰
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
「
体
系
」
に
あ
っ
て
は
、
「
革
新
」
は
資
本
主
義
発
展
の
原
動
力
で
あ
る
。
シ
ュ
ン
ベ
ー
タ
ー
に
よ
れ
ば
「
革
新
」

　
、
　
　
　
、

の
本
質
は
新
生
産
函
数
の
設
定
で
あ
る
。
投
入
量
と
産
出
量
の
量
的
函
数
関
係
で
あ
る
生
産
函
数
は
根
本
的
に
は
技
術
進
歩
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
る
か
ら
、
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
あ
げ
た
と
こ
ろ
の
「
革
新
」
の
内
容
で
あ
る
、
い
新
商
品
の
導
入
、
目
生
産
技
術
上
の

変
化
、
日
新
市
場
の
開
拓
、
働
作
業
の
テ
ー
ラ
ー
組
織
化
、
田
材
料
処
理
の
改
善
、
内
新
事
業
組
織
の
設
立
、
は
技
術
進
歩
の
具
体

的
表
現
で
あ
る
。
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
は
一
方
で
は
技
術
的
進
歩
を
「
革
新
」
と
い
う
形
式
で
把
握
し
、
他
方
で
は
資
本
蓄
積
を
信
用

創
造
と
い
う
形
式
で
把
握
し
た
が
、
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
「
体
系
」
で
は
両
者
を
統
一
す
る
原
理
は
企
業
者
の
創
造
的
精
神
で
あ
る
。

シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
に
お
い
て
は
「
企
業
者
」
の
「
革
新
」
は
銀
行
か
ら
の
信
用
創
造
を
媒
介
に
し
て
、
出
発
点
の
均
衡
状
態
を
破
壊

す
る
。
そ
の
結
果
「
革
新
」
利
潤
…
企
業
者
利
潤
が
発
生
し
、
企
業
者
は
銀
行
に
利
子
を
支
払
い
、
　
「
革
新
」
が
行
き
っ
く
と
「
革

新
」
利
潤
は
消
減
す
る
。
　
「
革
新
」
的
活
動
が
「
革
新
」
利
潤
の
源
泉
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

　
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
は
、
　
「
資
木
主
義
、
杜
会
主
義
、
民
主
主
義
」
に
お
い
て
、
　
「
革
新
」
概
念
を
競
争
と
い
う
観
点
か
ら
把
握
し

て
い
る
。
従
来
の
競
争
は
生
産
方
法
、
　
「
産
業
組
織
」
形
態
不
変
な
条
件
の
下
で
、
　
「
価
格
競
争
」
だ
け
が
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、

「
資
本
主
義
の
現
実
」
の
下
に
お
い
て
は
、
重
要
な
の
は
「
仙
格
競
争
」
で
は
な
く
「
新
商
品
」
、
　
「
新
技
術
」
、
　
「
新
供
給
源
泉
」
、

「
新
組
織
形
態
」
か
ら
く
る
娩
争
で
、
こ
の
競
争
は
「
孜
用
や
品
質
の
点
に
お
け
る
決
定
的
な
優
位
を
占
め
る
も
の
で
あ
り
、
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

又
現
存
企
業
の
利
澗
や
生
産
量
の
多
少
を
衡
く
と
い
う
利
度
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
基
礎
や
生
存
ｎ
体
を
衡
く
も
の
で
あ
る
」
と

し
、
　
「
革
新
」
を
独
占
段
階
に
お
け
る
諾
寮
本
閉
の
概
争
戦
に
お
け
る
最
も
有
効
な
武
器
と
把
握
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
シ
ュ
ソ



ぺ
－
タ
ー
は
競
争
戦
に
お
い
て
優
位
を
占
め
、
現
存
企
業
の
生
存
白
体
を
衡
く
と
こ
ろ
の
も
の
と
し
て
企
業
者
活
動
に
よ
る
「
革
新
」

を
考
え
た
。

　
シ
ユ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
い
う
「
資
本
主
義
の
現
実
」
は
、
競
争
の
独
占
へ
の
舷
化
の
結
果
と
し
て
、
生
産
の
杜
会
化
、
技
術
上
の
発

明
や
改
良
の
過
程
の
杜
会
化
の
成
果
が
、
巨
大
な
独
占
団
体
に
よ
り
一
手
に
掌
握
さ
れ
て
い
る
独
占
資
本
主
義
の
「
現
実
」
で
あ
り
、

シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
「
現
存
企
業
の
生
存
を
衝
く
」
生
産
の
杜
会
化
の
成
果
の
独
占
資
本
の
占
有
を
認
め
ず
、
生
産
、
技
術
上
の
発

明
、
改
良
の
過
程
の
杜
会
化
の
側
面
を
「
革
新
」
と
い
う
形
式
で
把
握
し
た
。
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
こ
の
「
革
新
」
の
理
論
の
見
地

に
た
て
ぼ
、
技
術
的
に
遅
れ
た
企
業
、
中
・
小
企
業
は
「
現
存
企
業
の
生
存
を
衝
く
」
よ
う
な
「
革
新
」
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

技
術
的
に
進
ん
だ
企
業
、
大
企
業
に
上
昇
す
る
可
能
性
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
１
な
り
、
　
「
資
本
主
義
の
現
実
」
の
事
実
に
反
す
る
こ

と
に
な
る
。
独
占
資
本
が
技
術
的
進
歩
の
成
果
を
統
制
し
、
重
要
な
原
材
資
源
、
交
通
手
段
、
信
用
機
関
そ
し
て
そ
の
他
の
生
産
諸

条
件
（
「
革
新
」
の
構
成
諸
要
囚
）
を
集
中
し
、
そ
し
て
自
由
競
争
に
か
わ
っ
て
独
占
資
本
の
非
独
占
資
本
に
対
す
る
支
配
が
主
要

な
側
面
に
な
っ
て
い
る
、
独
占
段
階
の
現
実
の
下
で
は
、
シ
ュ
ン
ベ
ー
タ
ー
の
「
革
新
」
の
理
論
の
適
用
は
、
独
占
的
支
配
の
下
で

自
由
競
争
の
原
理
を
適
用
す
る
の
と
同
様
に
、
少
数
の
独
占
資
本
の
支
配
体
制
を
合
理
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
シ
ュ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

ぺ
－
タ
ー
に
は
独
占
段
階
の
競
争
の
性
格
と
産
業
資
本
段
階
で
の
そ
れ
の
性
格
の
差
異
が
、
　
「
非
価
格
競
争
」
と
「
価
格
競
争
」
と

い
う
形
式
で
は
一
応
把
握
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者
の
根
本
的
な
性
格
の
差
異
の
認
識
は
な
い
。

　
、
　
、
　
、
（
６
）

　
企
業
者
は
銀
行
か
ら
の
信
用
創
造
に
よ
り
「
革
新
」
活
動
を
行
い
、
　
「
革
新
」
の
結
果
と
し
て
の
「
企
業
者
利
澗
」
（
革
新
利
潤
）

を
獲
得
し
、
　
「
企
業
者
利
澗
」
の
控
除
と
し
て
銀
行
に
利
子
を
支
払
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
利
子
」
を
う
け
と
る
貸
付
資
本
家
、
貨

幣
資
本
家
と
「
企
業
者
利
潤
」
を
得
る
機
能
資
本
家
の
具
体
的
存
在
を
想
起
せ
し
め
る
の
で
あ
る
が
、
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
一
方
で

　
　
　
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
策
気
気
環
論
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
　
（
五
一
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六
　
（
五
一
八
）

は
機
能
資
本
家
の
経
済
的
機
能
の
一
側
面
で
あ
る
、
労
働
の
「
過
程
の
統
一
と
連
絡
」
を
行
う
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
揮
者
」
の
側

面
だ
け
を
抽
象
し
絶
対
視
し
た
と
こ
ろ
の
、
超
階
級
的
な
概
念
な
る
「
企
業
者
」
概
念
を
も
っ
て
、
　
「
資
本
家
」
概
念
を
否
定
し
、

機
能
資
本
家
の
他
の
側
面
で
あ
る
資
本
制
的
性
格
（
労
働
の
搾
取
）
が
、
企
業
者
活
動
の
機
能
と
し
て
の
「
革
新
」
の
背
後
に
か
く

さ
れ
て
し
ま
う
。
　
「
企
業
者
」
概
念
を
も
っ
て
「
資
本
家
」
概
念
に
代
位
し
、
そ
し
て
「
企
業
者
」
概
念
に
よ
っ
て
巨
大
企
業
の
現

実
的
支
配
を
無
視
す
る
こ
と
に
た
る
。
こ
の
意
味
で
「
企
業
者
」
概
念
は
、
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
い
う
「
資
本
主
義
の
現
実
」
の
下

で
は
巨
大
企
業
の
讃
美
論
と
な
る
。
他
方
企
業
者
の
「
革
新
」
活
動
の
結
果
と
し
て
個
々
の
企
業
者
の
う
げ
と
る
超
過
利
潤
（
特
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

剰
余
価
値
）
を
「
革
新
」
利
潤
と
し
て
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
規
定
す
る
。
「
革
新
」
利
潤
は
独
占
利
潤
と
共
通
の
性
格
を
も
っ
。
革

新
企
業
者
に
よ
る
「
価
格
形
成
は
、
全
然
、
あ
る
い
は
す
く
な
く
と
も
あ
る
程
度
ま
で
は
独
占
価
格
の
原
則
に
し
た
が
う
。
そ
れ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

え
に
資
本
主
義
経
済
の
企
業
者
利
潤
に
は
独
占
の
要
素
が
よ
こ
た
わ
っ
て
い
る
。
」
　
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
こ
う
し
て
「
革
新
」
利
潤

　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

と
独
占
利
潤
を
同
一
視
す
る
。
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
的
意
味
で
の
「
革
－
新
」
利
澗
は
有
利
な
生
産
条
件
の
一
時
的
独
占
に
よ
っ
て
可
能

で
あ
る
が
、
競
争
の
あ
る
か
ぎ
り
、
他
企
業
に
よ
る
競
争
と
適
応
の
過
程
で
急
速
に
消
減
す
る
。
独
占
は
競
争
の
排
除
を
本
貫
と
す

る
か
ら
、
独
占
利
澗
も
一
時
的
性
格
の
も
の
で
な
く
、
長
期
的
か
っ
固
定
的
性
格
を
も
ち
、
独
占
が
存
続
す
る
か
ぎ
り
維
持
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

そ
し
て
独
占
利
潤
は
超
過
利
潤
（
特
別
剰
余
価
値
）
を
著
し
く
上
回
る
。
し
た
が
っ
て
シ
ュ
ソ
ペ
「
タ
ー
の
「
革
新
」
利
澗
論
は
、

独
占
的
超
過
利
潤
の
美
化
論
で
あ
る
。

　
○
　
シ
ユ
ソ
ペ
ー
タ
ー
景
気
循
環
論
の
基
本
的
性
格

　
前
節
に
お
け
る
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
の
坦
気
術
環
論
の
ｎ
取
も
某
礎
的
な
範
崎
の
検
討
の
緕
果
か
ら
も
、
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
景
気
循
環

論
の
基
本
性
格
は
ほ
ぽ
明
ら
か
に
匁
っ
た
と
考
え
る
が
、
撮
後
に
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
恐
慌
観
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
シ
ュ
ソ



べ
ー
タ
ー
景
気
循
環
論
が
近
代
景
気
論
一
般
と
共
通
な
性
格
を
も
つ
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
、
第
二
章
の
三
次
接
近
論
の
意
義
と
本

章
の
前
節
の
簡
単
な
総
括
に
よ
り
シ
ユ
ソ
ペ
ー
タ
ー
景
気
循
環
論
の
特
殊
的
性
格
を
お
さ
え
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

　
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
は
「
パ
ニ
ッ
ク
あ
る
い
は
恐
慌
　
　
両
語
と
も
術
語
で
な
い
」
と
し
て
、
恐
慌
現
象
は
、
経
済
界
の
景
気
の
サ

ィ
ク
ル
に
対
す
る
通
暁
、
国
家
企
業
の
拡
大
、
大
コ
ソ
ッ
ェ
ル
ソ
の
出
現
に
よ
る
新
企
業
の
群
的
出
現
の
阻
止
、
信
用
政
策
に
よ
り

阻
止
さ
れ
る
と
考
え
、
恐
慌
現
象
を
「
異
常
現
象
」
と
し
て
景
気
循
環
の
一
局
面
と
し
て
の
恐
慌
局
面
を
無
視
す
る
こ
と
に
よ
り
、

シ
ュ
ピ
ト
ホ
フ
的
思
想
を
継
承
し
て
い
る
。
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
資
本
主
義
の
基
本
矛
盾
の
展
開
の
諸
結
果
と
し
て
の
、
生
産
諸
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）

件
の
独
占
的
集
中
を
無
視
し
て
、
　
「
革
新
」
の
群
的
出
現
、
波
及
、
消
減
の
運
動
に
よ
る
景
気
循
環
の
軌
跡
を
考
え
、
資
本
主
義
の

基
本
矛
盾
の
集
申
的
表
現
の
一
つ
と
し
て
の
経
済
恐
慌
を
景
気
循
環
の
内
在
的
段
階
と
し
て
認
め
な
い
。
こ
う
し
て
「
革
新
」
が
景

気
循
環
の
赴
動
力
で
あ
る
か
の
よ
う
な
幻
想
を
与
え
、
恐
慌
局
面
を
内
在
す
る
景
気
循
環
の
基
本
的
原
因
で
あ
る
資
本
主
義
の
基
本

矛
盾
を
ぬ
り
つ
ぶ
し
、
恐
慌
は
「
病
理
的
現
象
」
で
あ
る
と
し
て
、
　
「
革
新
」
の
結
果
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
し
た
が
っ
て
独
占
的

競
争
（
革
新
の
本
質
）
に
そ
の
原
因
が
な
い
も
の
と
し
て
、
独
占
的
競
争
に
恐
慌
は
責
任
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

　
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
は
景
気
循
環
の
形
式
を
と
り
な
が
ら
発
展
す
る
資
本
主
義
の
経
済
発
展
の
原
動
力
を
「
革
新
」
に
求
め
た
が
、

「
革
新
」
は
独
占
段
階
に
お
け
る
資
本
主
義
の
基
本
矛
盾
の
一
側
面
の
具
体
的
表
現
で
あ
る
。
生
産
、
技
術
上
の
発
明
、
発
見
、
改

良
の
過
程
の
杜
会
化
の
側
面
を
、
独
占
問
競
争
の
有
効
な
競
争
戦
に
お
げ
る
武
器
と
し
て
、
「
革
新
」
概
念
を
抽
象
し
、
基
本
矛
盾
の

具
体
的
な
表
現
で
あ
る
他
の
側
面
、
腐
朽
化
、
寄
生
性
の
側
面
を
捨
象
し
、
「
革
新
」
概
念
を
一
面
的
に
絶
対
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
　
「
革
新
」
的
活
動
は
、
独
占
利
潤
実
現
の
た
め
の
競
争
の
具
体
的
な
形
態
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
「
革
新
」
的
活
動
の
基
礎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

に
は
独
占
的
競
争
が
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
企
業
者
活
動
の
具
体
的
表
現
で
あ
る
「
革
新
」
は
実
質
的
に
は
独
占
を
意
味
す
る
。

　
　
　
シ
ュ
ン
ベ
ー
タ
ー
の
景
気
循
環
論
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七
　
（
五
一
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八
　
（
五
二
〇
）

　
シ
ユ
ソ
ベ
ー
タ
ー
以
後
の
近
代
景
気
論
、
経
済
成
長
論
に
。
は
独
占
価
格
を
実
現
さ
せ
る
「
有
効
需
要
」
論
と
と
も
に
「
革
新
」
の

理
論
が
有
力
た
支
柱
と
し
て
採
用
さ
れ
、
深
刻
た
経
済
的
危
機
を
ぬ
り
つ
ぶ
し
、
資
本
主
義
経
済
の
下
で
の
経
済
成
長
を
美
化
す
る

「
道
具
」
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
景
気
循
環
か
ら
恐
慌
局
面
を
捨
象
し
て
、
資
本
の
蓄
積
運
動
の
結
果
と
し
て
の

恐
慌
は
、
「
経
済
界
」
の
「
誤
算
」
の
結
果
と
し
て
お
こ
り
、
「
革
新
」
的
活
動
（
独
占
的
競
争
）
の
結
果
と
し
て
は
お
こ
ら
な
い
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

て
、
独
占
を
恐
慌
要
因
か
ら
免
罪
す
る
「
革
新
」
理
論
が
、
巨
大
企
業
を
弁
護
す
る
の
に
都
合
の
よ
い
理
論
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
こ
の
意
味
で
、
　
「
革
新
」
の
理
論
を
中
心
と
す
る
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
の
景
気
循
環
論
は
独
占
的
大
企
業
の
美
化
論
で

あ
る
。

（
１
）
　
本
章
で
は
、
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
な
け
れ
ぱ
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
体
系
の
理
論
構
造
は
成
立
し
得
な
い
と
い
う
よ
う
な
、
最
も
基
礎
的
な
カ

　
テ
ゴ
リ
ー
を
選
び
検
討
し
た
。

一
２
）
曼
巳
声
。
・
毒
暑
巾
事
。
・
。
・
・
二
・
ぎ
旨
亘
睾
、
。
。
掌
８
キ
・
＝
旨
§
き
Ｐ
、
、
皇
・
軍
雲
・
｛
向
§
邑
二
一
・
萎
罫

　
句
〇
一
Ｕ
；
胃
さ
岩
お
．
く
○
Ｈ
．
六
ｋ
く
一
り
．
８
．
に
お
け
る
議
諭
を
参
考
に
し
た
。

（
３
）
　
－
易
ｏ
晋
キ
ｃ
ｏ
９
員
昌
Ｂ
ａ
■
ｏ
｝
官
訂
豪
冒
ｃ
ｏ
◎
ｏ
邑
〆
員
ｐ
目
｛
Ｏ
ｏ
昌
◎
ｏ
量
２
．
宕
８
．
中
山
伊
知
郎
・
東
畑
精
一
訳
『
資
本
主
義
．
杜

　
会
主
義
・
民
主
主
義
』
上
・
中
・
下
昭
和
三
十
三
年

（
４
）
　
ｏ
呂
岸
巴
オ
昌
一
〇
〇
◎
ｏ
庁
豪
昌
一
｝
目
ｑ
Ｏ
ｏ
昌
８
Ｓ
ｏ
く
．
邦
訳
一
四
九
べ
－
ジ

（
５
）
　
「
非
価
格
競
争
」
は
、
独
占
間
相
互
の
市
場
支
配
、
価
格
協
定
等
を
基
礎
に
し
た
と
こ
ろ
の
競
争
の
現
象
で
あ
る
。

（
６
）
　
経
済
発
展
の
動
因
と
し
て
の
「
企
業
者
」
の
批
判
は
、
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
「
体
系
」
の
理
論
的
構
造
の
基
底
で
あ
る
動
態
．
静
態
の
「
二

　
元
論
」
の
検
討
と
あ
わ
せ
て
別
の
機
会
に
検
討
す
る
。

（
７
）
　
ブ
リ
ュ
ー
ミ
ソ
茅
平
館
利
雄
・
宮
崎
義
一
訳
『
近
代
経
済
学
の
再
検
討
』
・
東
洋
経
済
杜
閉
和
三
十
六
年
（
上
）
二
八
ニ
ペ
ー
ジ
、
越
村
信
三

　
郎
編
『
最
近
の
独
占
研
究
』
昭
和
三
八
年
八
七
－
九
〇
べ
ー
ジ
、
白
杉
庄
一
郎
「
独
占
資
本
主
義
の
も
と
で
の
経
済
成
長
の
限
界
」
（
遺
稿
「
剰

　
余
価
値
の
理
論
」
の
中
の
（
一
節
）
　
『
立
命
館
経
済
学
』
第
十
二
巻
、
昭
和
三
十
八
年
度
、
第
五
・
六
号
、
一
四
四
べ
ー
ジ



（
８
）
　
向
暮
ミ
ざ
竃
目
づ
帽
邦
訳
四
〇
〇
べ
ー
ジ

（
９
）
　
独
占
価
格
－
生
産
価
格
Ｈ
独
占
的
超
過
利
潤
、
杜
会
的
費
用
価
格
－
個
別
的
費
用
価
格
Ｈ
超
過
利
潤
（
特
別
剰
余
価
値
）
。
超
過
利
潤
は
、

　
産
業
部
門
に
お
い
て
、
独
占
的
大
企
業
が
大
き
な
比
重
を
占
め
る
場
合
消
滅
す
る
。
独
占
的
超
過
利
潤
は
独
占
利
潤
の
う
ち
独
占
体
が
市
場
支

　
配
力
を
基
礎
に
し
て
獲
得
し
た
平
均
利
潤
を
上
ま
わ
る
部
分
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
独
占
利
潤
は
、
特
別
剰
余
価
値
を
除
い
た
場
合
、
平
均
利
潤

　
と
独
占
超
過
利
潤
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
１
０
）
　
吋
易
ぎ
霧
ｏ
ｏ
ｏ
＜
ｏ
Ｈ
易
邦
訳
二
一
八
べ
ー
ジ

（
ｕ
）
　
独
占
資
本
主
義
は
資
本
主
義
の
基
本
矛
盾
の
運
動
の
諸
結
果
と
し
て
の
歴
史
的
条
件
で
あ
る
。
独
占
資
本
主
義
は
産
業
資
本
主
義
自
身
が

　
生
み
だ
し
た
結
果
で
あ
る
。

（
１
２
）
　
雪
ｏ
っ
８
ｑ
◎
｛
厚
旨
◎
旨
ざ
声
■
｝
－
壱
、
易
邦
訳
二
三
七
二
－
七
三
べ
ー
ジ
「
マ
ル
ク
ス
を
例
外
と
し
て
、
シ
ュ
ピ
ー
ト
ホ
フ
は
景
気
回
転

　
が
資
本
主
義
の
進
化
の
単
な
る
非
本
質
的
な
随
伴
現
象
で
は
な
く
て
、
資
本
主
義
の
生
命
の
本
質
的
な
形
態
で
あ
る
こ
と
を
明
示
的
に
認
識
し

　
た
最
初
の
人
で
あ
っ
た
」
と
シ
ュ
ン
ベ
ー
タ
ｉ
は
い
っ
た
。

（
１
３
）
　
近
代
景
気
論
は
す
べ
て
景
気
循
環
の
必
然
的
な
局
面
と
し
て
恐
慌
局
面
を
否
定
す
る
が
、
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
特
殊
性
は
、
そ
れ
を
「
革

　
新
」
的
運
動
の
結
果
に
依
存
さ
せ
な
い
で
、
他
の
偶
然
的
要
因
に
依
存
さ
せ
る
。
し
た
が
っ
て
「
革
新
」
の
理
論
の
見
地
か
ら
は
、
恐
慌
要
因

　
は
必
然
的
た
も
の
で
な
い
。
　
「
革
新
」
理
論
が
「
独
占
」
理
論
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ぱ
、
独
占
は
恐
慌
に
は
責
任
が
な
い
と
い
う
結
諭
に
な
る
。

シ
ユ
ン
ベ
ー
タ
ー
の
景
気
傭
環
論
（
小
野
）

二
九
　
（
五
二
一
）

■


